
明
治
後
期
地
方
都
市
に
お
け
る
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
の
出
版

山
内
實
太
郎
編
『
松
本
繁
昌
記
』
を
事
例
に

岡糸

島

聖

は
　
じ
　
め
　
に

第
一
節
　
問
題
の
所
在
と
本
稿
の
目
的

　
近
年
の
近
代
都
市
史
研
究
の
深
ま
り
に
伴
っ
て
、
都
市
の
空
間
構
造
や
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

成
員
を
明
ら
か
に
す
る
多
く
の
新
史
料
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
民
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
手
に
よ
る
地
図
や
名
簿
に
も
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た

動
向
に
呼
応
し
て
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
頃
を
中
心
に
全
国
各
地
で

見
ら
れ
た
「
繁
昌
記
扁
と
題
す
る
刊
行
物
を
商
工
名
鑑
的
出
版
物
と
し
て
位

置
づ
け
、
そ
の
近
代
都
市
史
研
究
に
お
け
る
意
義
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
繁
昌
記
」
と
題
す
る
書
物
は
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
に
出
版
さ
れ
た

寺
門
静
馳
駅
隅
江
戸
繁
昌
記
』
を
端
緒
と
し
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
出

版
の
服
部
誠
一
（
撫
松
）
著
『
東
京
新
繁
昌
記
』
に
よ
っ
て
全
国
に
そ
の
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

行
が
広
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
日
本
文
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
遊
里
を
描
写

す
る
竹
枝
類
や
申
国
艶
史
の
影
響
の
も
と
に
、
都
布
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
を

そ
こ
に
登
場
す
る
市
井
の
人
物
と
あ
わ
せ
て
ス
ケ
ッ
チ
す
る
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
流
行
し
た
漢
文
戯
作
の
一
ジ
ャ
ン
ル
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
正

統
な
地
誌
に
描
か
れ
て
い
な
い
各
土
地
の
卑
近
な
世
態
風
俗
を
記
し
た
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

記
・
紀
行
文
・
地
誌
に
類
す
る
書
物
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
風
俗
史
の
立
場
か
ら
「
繁
昌
記
」
を
検
討
し
た
熊
倉
功

　
⑤
夫
は
、
函
館
の
事
例
に
即
し
て
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
頃
の
「
繁
昌

記
」
の
内
容
が
、
戯
作
的
読
み
物
と
し
て
の
「
繁
昌
記
」
と
は
明
ら
か
に
異

な
り
、
商
工
業
者
の
名
鑑
的
な
リ
ス
ト
を
含
む
「
町
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は

商
工
会
の
自
己
証
明
」
と
し
て
の
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
、
明
治

三
〇
年
頃
に
戯
作
的
「
繁
昌
記
」
か
ら
「
案
内
記
」
へ
の
変
化
が
見
ら
れ
る

と
指
摘
し
た
。
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図1　明治25一大正元年に発行された「繁昌記」（国立国会図書館所蔵）の分布図

　
以
上
の
よ
う
に
、
既
往
研
究
で
は
「
繁
昌
記
」

の
系
譜
が
概
説
さ
れ
て
き
た
が
、
文
学
史
的
、
風

俗
史
的
な
価
値
の
評
価
に
重
点
が
あ
り
、
都
市
史

研
究
の
立
場
か
ら
検
討
し
た
も
の
は
見
あ
た
ら
な

い
。
そ
の
た
め
、
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
に
は

積
極
的
な
地
位
が
与
え
ら
れ
ず
、
そ
の
内
容
も
具

体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
た
め
、
そ
の
都
市
史

的
な
資
料
価
値
は
必
ず
し
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
、
明
治
三
〇
年
前
後
の
明
治
後
期
二
〇

年
間
に
出
版
さ
れ
た
「
繁
昌
記
」
を
取
り
上
げ
て

み
る
と
、
全
国
各
地
で
少
な
く
と
も
四
四
点
出
版

さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
東
京
と
大
阪
で
そ
れ
ぞ

れ
三
点
以
上
集
中
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
他

の
多
く
の
地
方
都
市
で
も
当
該
期
間
中
に
一
～
二

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

点
の
出
版
が
み
ら
れ
る
（
図
1
）
。

　
こ
の
う
ち
、
松
本
町
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の

大
都
市
圏
か
ら
も
一
定
の
距
離
が
あ
る
上
、
山
内

曽
太
郎
編
噛
松
本
繁
昌
記
騙
の
出
版
が
地
域
の
出

版
界
を
刺
激
し
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
類
書
出
版

の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
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明治後期地方都市における商：工名鑑的「繁昌記」の出版（網島）

　
⑦
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
は
、
全
国
的
な
明
治
三
〇

（
一
八
九
七
）
年
前
後
に
お
け
る
地
方
都
市
「
繁
昌
記
」
出
版
の
動
向
を
考

察
す
る
上
で
ふ
さ
わ
し
い
事
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
は
、
明
治
蕊
○
年
頃
の
日
本
各
地
に
お
い
て
、
民
間
に
よ
り
編
集
・

出
版
さ
れ
た
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
の
一
事
例
と
し
て
山
内
編
『
松
本
繁

昌
記
諭
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
や
出
版
の
文
脈
が
持
つ
都
市
史
的
意
義
を

考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
際
、
当
時
の
二
つ
の
社
会
的
背
景
に

注
目
す
る
。
～
つ
は
松
本
町
へ
の
鉄
道
敷
設
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
欧
米
か

ら
の
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
（
∪
｝
お
9
0
蔓
）
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
出
版
物
の

移
入
で
あ
る
。

　
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
は
広
く
欧
米
で
出
版
さ
れ
た
歴
史
を
有
し
、
特
に

英
国
に
お
い
て
は
近
代
地
方
史
の
貴
重
な
史
料
と
目
さ
れ
て
い
る
。
若
干
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
も
の
の
、
地
方
都
市
に
お
い
て
出
版
さ
れ
た

、
日
昼
号
U
冨
。
8
蔓
、
や
、
○
雪
臼
巴
U
一
お
2
0
受
、
は
、
商
工
業
者
や
都
市
居

住
者
の
一
覧
に
加
え
、
地
域
の
地
誌
や
歴
史
に
関
す
る
記
述
を
ま
と
め
た
も

　
　
　
　
　
⑧

の
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
本
稿
が
紹
介
し
よ
う
と
す
る
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌

記
」
に
通
じ
る
内
容
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
と
い
う
ジ

ャ
ン
ル
が
日
本
に
移
入
さ
れ
た
の
は
、
明
治
二
五
（
｝
八
九
三
）
年
発
行
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

自
三
五
郎
七
編
『
日
本
全
国
商
工
入
名
録
』
が
初
め
で
あ
る
と
さ
れ
、
熊
倉

が
示
唆
す
る
商
工
名
鑑
的
な
「
繁
昌
記
」
が
出
現
し
は
じ
め
た
時
期
と
ほ
ぼ

重
な
る
。
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
商
工
名
鑑
的

「
繁
昌
記
」
の
性
質
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
①
　
例
え
ば
、
大
石
嘉
一
郎
・
金
澤
史
男
編
著
噸
近
代
日
本
都
市
史
研
究
－
地
方
都

　
　
市
か
ら
の
再
構
成
』
日
本
経
済
評
論
社
　
二
〇
〇
三
年
、
収
録
の
各
論
考
や
、
松

　
　
村
敏
噸
近
代
日
本
に
お
け
る
地
方
商
人
層
の
動
態
－
明
治
中
期
、
金
沢
市
の
事

　
　
例
か
ら
一
」
（
門
商
経
論
叢
』
四
〇
（
｝
）
　
二
〇
〇
四
年
　
三
五
一
七
一
頁
）
、

　
　
田
中
和
子
門
近
現
代
期
京
都
の
富
裕
層
と
都
市
空
間
構
造
」
（
畷
平
安
京
士
示
都
一

　
　
都
市
図
と
都
市
構
造
』
収
録
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
　
二
〇
〇
七
年
　
二
＝

　
　
⊥
一
三
一
頁
）
、
な
ど
の
成
果
が
あ
る
。

　
②
例
え
ば
、
牛
垣
雄
矢
「
昭
和
期
に
お
け
る
大
縮
尺
地
図
と
し
て
の
火
災
保
険
特

　
　
殊
地
図
の
特
色
と
そ
の
利
用
」
（
『
歴
史
地
理
学
』
四
七
（
五
）
　
二
〇
〇
五
年

　
　
　
一
＝
ハ
頁
）
、
岡
島
建
「
近
代
の
商
工
地
図
と
そ
の
利
用
一
神
奈
川
県
の
例

　
　
を
中
心
に
i
」
（
『
人
文
学
会
紀
要
㎞
三
四
　
一
一
〇
〇
一
年
　
九
九
～
一
一
五

　
　
頁
）
、
中
西
僚
太
郎
・
関
戸
明
子
編
欄
近
代
日
本
の
視
覚
的
経
験
－
絵
地
図
と

　
　
古
写
真
の
世
界
1
』
ナ
カ
ニ
シ
や
出
版
　
二
〇
〇
八
年
、
な
ど
の
成
果
が
あ
る
。

　
③
前
田
愛
『
都
市
空
間
の
中
の
文
学
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
一
九
九
二
年
（
初
出

　
　
～
九
八
二
年
）
一
一
九
一
一
四
四
頁
。

　
④
新
稲
法
子
「
繁
昌
記
物
の
研
究
序
説
扁
（
『
兵
庫
大
学
短
期
大
学
部
研
究
集
録
翫

　
　
三
二
　
一
九
九
九
年
間
＝
二
〇
一
一
四
〇
頁
）
。

　
⑤
熊
倉
功
夫
「
解
説
」
（
噸
日
本
近
代
思
想
大
系
風
俗
性
腕
収
録
、
岩
波
沓
店
一

　
　
九
九
〇
年
　
四
八
⊥
ハ
～
四
九
二
頁
）
。

　
⑥
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
明
治
二
十
五
年
か
ら
大
正
元
年
の
出
版
物
の
な
か
で
、

　
　
題
名
中
に
地
名
に
加
え
て
「
繁
昌
記
一
な
い
し
は
「
繁
盛
記
」
の
文
言
を
含
む
書

　
　
物
で
、
出
版
地
と
題
名
に
含
む
地
名
が
隔
た
っ
て
い
な
い
も
の
を
示
し
た
。

　
⑦
長
野
県
編
『
長
野
県
史
通
史
編
第
七
巻
近
代
三
二
一
九
八
八
年
八
三

　
　
八
一
八
三
九
頁
。
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ω
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b
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一
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践
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§
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＄
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ω
①
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牽
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O
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ω
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．
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一
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①
H
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o
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剛
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霞
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．
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呼
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ミ
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望
b
。
卜
。
」
8
伊
署
．
。
。
0
－
一
8
　
勺
」
9
0
0
㌘

　
ぽ
耳
鼠
跨
ω
霞
Φ
墨
囚
Φ
一
一
団
．
．
9
＜
ぎ
α
q
巳
お
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江
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器
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8
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8
け
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Φ
。
・
．
＄
呼
§
勢
8
遣
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憲
。
。
艀
も
唱
．
卜
。
叩
ω
α
．
留
睾
▼
P
n
．
切
葺
・

　
一
玲
蝕
H
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9
0
ユ
霧
掌
。
。
・
。
・
o
ξ
o
Φ
ω
ぎ
三
。
・
8
ユ
。
巴
α
q
8
α
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田
℃
ξ
．
、
O
s
国
婁
ミ
ら
貧

　
一
り
○
◎
N
署
．
0
－
ト
っ
ト
。
．

⑨
松
本
康
正
門
都
市
職
種
分
析
資
料
と
し
て
の
商
工
人
名
録
〕
（
『
史
観
幅
＝
四

　
一
九
八
六
年
　
二
七
一
二
八
頁
）
。
な
お
、
横
浜
、
神
戸
、
長
崎
、
香
港
等
の
開

　
港
場
で
発
行
さ
れ
た
英
文
の
媚
巷
磐
∪
マ
㊦
9
0
蔓
、
が
一
八
六
一
年
刊
行
分
か
ら

　
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
出
版
地
や
醤
語
の
特
性
か
ら
日
本
国

　
内
で
～
般
に
流
署
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
今
回
の
検
討
か
ら
は
除
外
し
た
。

　
乙
部
純
子
コ
九
世
紀
末
の
横
浜
外
国
人
居
留
地
の
景
観
1
「
横
浜
真
景
一
覧

　
図
絵
」
か
ら
み
た
土
地
利
用
状
況
i
」
（
隅
歴
史
地
理
学
㎞
四
四
（
五
）
　
二
〇

　
〇
二
年
　
；
了
三
七
頁
）
参
照
。

第
一
章
　
松
本
に
お
け
る
「
繁
昌
記
」
出
版
の
目
的
と
系
譜

第
㎜
節
　
山
内
實
太
郎
編

　
　
　
　
出
版
の
目
的

咽
松
本
繁
昌
記
騙
の
内
容
構
成
と

　
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
は
本
文
一
エ
ハ
四
頁
で
、
前
、
中
、
後
の
三
編
か

ら
な
る
（
表
1
）
。
ま
た
、
巻
頭
に
は
松
本
町
市
街
地
の
概
略
地
図
に
加
え
、

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
や
有
名
商
店
な
ど
の
写
真
が
四
三
頁
、
七
六
点
、
広
告
が
五

○
頁
、
七
五
点
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
装
丁
は
洋
装
の
並
製
本
で
、
頒
布
価
格

は
　
一
五
銭
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
現
存
す
る
原
本
と
し
て
は
、
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
、
県
立
長
野
図
書
館
所
蔵
本
、
松
本
市
申
央
図
書
館

所
蔵
本
、
そ
し
て
復
刻
版
の
原
本
の
四
点
を
確
認
し
た
。
い
ず
れ
も
初
版
第

～
刷
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
文
の
内
容
に
も
異
同
は
な
く
、
増
刷
や
改
版

　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　
編
著
者
の
山
内
實
太
郎
は
旧
松
本
藩
士
族
出
身
の
印
刷
業
者
で
あ
っ
た
。

最
初
、
松
本
町
の
新
聞
「
信
陽
日
々
新
聞
」
及
び
そ
の
後
継
紙
で
あ
る
「
信

陽
日
報
」
の
営
業
部
員
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
廃
刊
後
は
そ
の
再
興
に
尽
力

し
て
さ
ら
に
後
継
の
「
信
府
日
報
」
の
立
ち
上
げ
に
関
与
し
た
後
退
職
し
、

石
版
印
刷
業
郁
文
堂
を
松
本
町
内
六
九
町
に
開
業
し
た
。
郁
文
堂
は
長
野
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
お
け
る
石
版
印
棚
業
の
さ
き
が
け
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
凡
例
か
ら
は
前
篇

を
二
木
氏
が
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
二
木
氏
と
は
、

松
本
町
に
本
拠
の
あ
っ
た
新
聞
『
産
業
新
聞
』
や
『
信
濃
民
報
臨
で
主
筆
を

務
め
た
二
木
毒
龍
を
さ
し
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
の
出
版
は
松
本
町
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

新
聞
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
企
画
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

一
方
、
凡
例
中
に
は
執
筆
の
資
料
と
し
て
「
慶
林
堂
」
等
の
手
録
を
参
考
に

し
た
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
後
に
述
べ
る
慶
林
堂
高
美
書
店
を
は
じ
め
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
地
域
出
版
業
者
の
関
与
も
み
と
め
ら
れ
る
。

　
巻
末
に
示
さ
れ
る
「
売
捌
所
」
に
は
、
松
本
町
下
に
あ
る
五
軒
の
書
店
の
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　　　　　　　　　表1　松本町における「繁昌記」とその類書の内容構成

題　名 編著者 出版年 出版者 目　　次　　構　　成

松本繁昌記
浅井洌・

ﾖ口友愛

明治16

i1883）年

高美屋

蒼X

緒言（4）、総論（19）、裁判所（29）、町人会（25）、

l力車（15）、密売淫（30）、初市（上20－34）

松本繁昌記 山内實太郎
明治31

f898）年
郁文堂

前編：緒言（1）、松本の昔日（1）、松本の沿革

i6）、松本の古社（3）、松本の古寺（4）、松本の名

氈i3）、松本の古跡（3）、松本の四季（2）、松本の

ﾕり（1）、松本の人情（1）、松本の風俗（1）、松本

ﾌ繁昌（2）、松本の将来（3）、中編：松本に於ける

L名の商家（151）横困遊郭浅間温泉（15）、後編：

ｼ本地方に於ける有名の秋蚕自家（53）

松本案内 中澤幸太郎
明治41

i1908）年

深志時

�ﾐ

緒雷（2）、松本の地勢と沿革（4）、松本に関する古

焉i5）、鉄道各駅と重なる町村（3）、松本を起点と

ｹる黒垂表（4）、松本の重要物産（8）、松本平の蚕

ﾆ（6）、松本の宮衙公署学校（2）、松本の銀行会社

ｴ他（1）、松本の旅館遊楽場其他（ユ）、松本平著名

ﾌ商工業家及び蚕業家（27）、松本の社寺（6）、松

{の古跡と名勝（5）、松本の初市と神道祭（2）、松

{付近著名の社寺（24）、松本付近の古跡名勝
i10）、古跡名勝に関する詩歌（5）、松本付近の温

�i19）

松本案内
松本案内編

W部
大正10

i1921）年

明倫堂

蒼X

序（ユ）、松本地方の俗謡（5）、地理G）、歴史（9）、

ｼ本市の市街（3）、松本市と交通（24）、松本市の

熕ｭ（4）、松本市の産業（5）、松本市の教育（4）、

ｯ公衙と所在地（D、新聞雑誌社と所在地（D、銀

s及び会社（2）、旅館と料理店（2）、演芸と興行

i1）、神社と仏閣（10）、名所旧跡（9）、温泉案内

i11）、日本アルプス（6）、高原の歌（16）

＊（　）内の数字は頁数を表す。

【
史
料
一
】
　
山
内
實
太
郎
編
『
松
本
繁
昌
記
』
一
頁

松
本
繁
昌
記
は
如
何
な
る
必
要
あ
り
て
著
さ
れ
し
や
、

（
中
略
）
此
く
江
湖
の
歓
迎
を
受
け
日
本
全
国
に
行
渡
ら

ん
と
す
る
今
日
に
あ
り
て
は
何
分
の
必
要
あ
り
た
る
こ
と

明
白
な
れ
ば
彼
此
れ
弁
疏
を
試
む
る
は
却
て
野
暮
の
沙
汰

な
る
可
し
（
中
略
）
繁
昌
記
に
は
江
戸
繁
昌
記
以
来
殆
ん

ど
～
定
し
た
る
体
裁
あ
る
に
拘
ら
ず
著
者
は
何
故
此
る
破

、
Q

レ
く

ほ
か
、
『
長
野
繁
盛
記
』
の
発
売
所
で
も
あ
っ
た
長
野
市
の

「
西
澤
書
店
」
を
除
く
と
、
全
て
が
南
北
安
曇
郡
、
木
曽
郡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

東
西
筑
摩
郡
、
諏
訪
郡
、
上
下
伊
那
郡
に
属
し
て
お
り
、
旧
来

か
ら
の
松
本
町
周
辺
地
域
と
目
さ
れ
た
中
南
信
地
域
が
主
な
販

売
先
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
前
編
は
緒
雷
に
加
え
、
松
本
町
の
歴
史
や
寺
社
仏
閣
、
風
俗

の
案
内
か
ら
、
将
来
的
な
地
域
振
興
へ
の
展
望
に
わ
た
る
網
羅

的
な
地
誌
記
述
、
四
一
頁
か
ら
な
る
。
中
編
は
松
本
町
中
心
布

街
地
の
商
工
業
者
の
紹
介
文
、
一
六
七
頁
か
ら
な
り
、
後
編
は

松
本
町
に
隣
接
す
る
策
筑
摩
郡
お
よ
び
南
安
曇
郡
の
秋
蚕
種
業

⑥者
の
紹
介
文
、
五
四
頁
か
ら
な
る
。

　
続
い
て
、
出
版
の
目
的
に
つ
い
て
緒
言
の
内
容
を
検
討
し
て
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格
を
な
し
た
る
や
、
（
中
略
）
極
無
造
作
に
書
き
し
な
り
、
併
し
夫
れ

　
　
で
も
悪
い
と
な
ら
ば
案
内
記
と
し
て
読
む
も
可
な
り
（
中
略
）
昔
李
文

　
　
叔
と
云
ふ
先
生
あ
り
洛
陽
名
園
記
に
題
し
て
曰
く
園
圃
之
興
廃
洛
陽
盛

　
　
衰
之
候
也
且
天
下
之
治
乱
候
於
洛
陽
之
盛
衰
而
知
洛
陽
之
盛
衰
曽
於
園

　
　
圃
之
興
廃
而
母
野
名
園
記
黒
作
余
量
徒
哉
と
、
繁
昌
記
は
猶
名
園
記
の

　
　
如
し

　
繁
昌
記
が
広
く
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
全
国
各
地
方
の
「
繁
昌

記
」
ブ
ー
ム
に
あ
や
か
っ
た
出
版
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
網

羅
的
な
「
無
造
作
」
な
記
述
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
「
繁
晶
記
」
と
比

較
す
れ
ば
「
破
格
」
の
「
案
内
記
」
に
類
似
し
た
内
容
と
な
っ
た
と
す
る
。

こ
こ
か
ら
、
戯
作
的
な
「
繁
昌
記
」
か
ら
商
工
名
鑑
的
な
「
繁
昌
記
」
へ
の

移
行
は
、
少
な
く
と
も
山
内
編
咽
松
本
繁
昌
記
』
の
場
合
に
は
、
明
確
に
意

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
そ
の
背
景
と
し
て
国
家
繁
栄

の
基
礎
と
し
て
地
方
の
振
興
を
重
視
し
、
「
繁
昌
記
」
の
出
版
が
地
域
の
振

興
に
資
す
る
と
い
う
目
論
み
が
灰
め
か
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
松
本
町
に
お
け
る
「
繁
昌
記
」
出
版
の
系
譜

　
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
既
往
研
究
に
お
い
て
は
、
明
治
三
〇
年
頃
を
画
期

と
し
て
、
戯
作
的
「
繁
昌
記
」
か
ら
「
案
内
記
」
、
す
な
わ
ち
商
工
名
鑑
的

「
繁
昌
記
」
へ
の
移
行
が
生
じ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
松
本
町
に
お
い
て

も
同
様
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
類
書
の
出
版
を
通
時
的
に
整
理
し
て
確
認

し
て
お
こ
う
。

　
松
本
町
で
瓦
版
さ
れ
た
「
繁
昌
記
」
と
題
す
る
書
物
に
は
、
山
内
編
『
松

本
繁
昌
記
睡
以
前
に
、
明
治
～
六
（
一
八
八
三
）
年
出
版
、
浅
井
洌
・
関
ロ

友
愛
共
著
『
松
本
繁
昌
記
初
編
』
（
初
編
の
み
刊
行
）
が
存
在
す
る
（
表
1
）
。

著
者
二
入
は
旧
松
本
藩
士
族
の
教
員
で
あ
り
、
そ
し
て
自
由
民
権
派
知
識
入

　
　
　
　
⑦

で
も
あ
っ
た
。

　
浅
井
・
関
目
共
著
『
松
本
繁
昌
記
』
に
お
い
て
は
、
士
族
出
身
の
自
由
民

権
派
知
識
人
で
あ
っ
た
著
者
た
ち
の
関
心
を
反
映
し
て
、
「
裁
判
所
」
「
町
村

会
」
「
密
売
淫
」
と
い
っ
た
政
治
や
社
会
問
題
と
密
接
に
関
係
し
た
記
述
が

多
い
。
そ
の
一
方
で
、
商
工
名
鑑
的
な
内
容
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
（
表

1
）
Q

　
著
述
の
目
的
に
つ
い
て
は
緒
言
に
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
【
史
料
二
】
　
浅
井
洌
・
関
口
友
愛
共
著
『
松
本
繁
昌
記
』
緒
言
～
頁

　
　
世
ノ
変
遷
推
移
時
ノ
人
情
風
俗
ヲ
記
載
ス
ル
者
之
ヲ
称
シ
テ
開
化
史
繁

　
　
昌
記
ト
云
（
中
略
）
三
々
慶
林
堂
主
人
視
テ
以
テ
印
行
二
上
セ
ン
コ
ト

　
　
ヲ
促
シ
日
ク
向
者
長
尾
無
墨
先
生
善
光
寺
繁
昌
記
ヲ
著
シ
テ
長
野
ノ
名

　
　
益
々
四
方
二
尉
ル
我
力
松
本
ノ
繁
華
世
人
称
シ
テ
信
申
第
一
ト
ナ
ス
而

　
　
シ
テ
未
タ
之
ヲ
記
ス
ル
者
ア
ラ
ス

　
こ
の
よ
う
に
、
文
明
開
化
の
風
俗
を
記
録
す
る
こ
と
を
著
述
の
目
的
と
し
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て
お
り
、
明
治
初
期
で
あ
る
文
明
開
化
期
の
戯
作
的
「
繁
畠
記
扁
出
版
の
傾

向
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
県
下
ラ
イ
バ
ル
都
甫
長
野
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

長
尾
無
墨
著
噸
善
光
寺
繁
昌
記
』
が
出
版
さ
れ
た
と
い
う
競
争
関
係
も
背
後

に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
山
内
黒
田
松
本
繁
昌
記
』
以
後
に
出
版
さ
れ
、
「
案
内
」
の
文
字

を
タ
イ
ト
ル
に
含
む
類
書
を
み
て
い
く
。
ま
ず
、
明
治
四
一
（
｝
九
〇
八
）

年
出
版
の
申
澤
幸
太
郎
著
『
松
本
案
内
』
が
あ
る
（
表
1
）
。
発
行
し
た
深

志
時
報
社
も
松
本
の
新
聞
社
で
あ
り
、
中
澤
は
そ
の
社
長
と
主
筆
を
兼
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

い
た
。
中
澤
は
後
に
松
本
の
市
会
議
貴
に
も
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
は
「
松
本
附
近
の
古
蹟
名
勝
」
を
含
む
よ
う
に
な
り
、
市
街
地

か
ら
周
辺
部
へ
収
録
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
。
商
工
名
鑑
的
な
記
述
と
し

て
は
、
「
松
本
平
著
名
の
商
工
業
家
お
よ
び
蚕
業
家
」
と
題
す
る
詳
細
な
紹

介
文
が
あ
る
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
数
は
養
蚕
家
六
軒
、
製
糸
業
者
五
軒
、

松
本
の
商
工
業
者
が
一
二
軒
で
合
計
二
三
軒
に
過
ぎ
ず
、
山
内
編
『
松
本
繁

昌
記
』
に
比
べ
る
と
非
常
に
少
な
い
。
一
方
で
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』

に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
官
庁
や
学
校
等
の
公
共
施
設
の
紹
介
文
が
加
え
ら
れ

る
。

　
次
に
、
出
版
の
目
的
に
つ
い
て
以
下
に
緒
言
を
見
て
み
る
。

　
　
門
史
料
三
】
　
中
澤
幸
太
郎
著
『
松
本
案
内
』
緒
雪
瓶
詰

　
　
時
運
は
遂
に
一
転
し
て
先
に
は
篠
の
井
線
及
び
申
央
緯
線
の
全
通
す
る

　
　
あ
り
、
久
し
く
山
間
の
一
思
し
て
埋
れ
た
る
松
本
は
、
俄
然
、
帝
都
と

　
　
北
陸
を
連
絡
す
る
中
間
枢
要
の
街
衡
と
な
り
、
（
中
略
）
其
天
下
に
誇

　
　
り
得
べ
き
も
の
は
独
り
商
工
農
博
の
業
に
止
ま
ら
ず
、
天
与
の
仙
境
、

　
　
山
高
く
水
清
き
信
中
の
　
都
会
と
し
て
、
所
在
古
跡
名
称
探
る
べ
き
も

　
　
の
も
決
し
て
少
な
き
に
あ
ら
ず
、
留
れ
本
書
の
著
あ
る
所
以
に
し
て
、

　
　
一
は
以
て
松
本
の
地
を
善
く
天
下
に
紹
介
し
、
他
は
将
来
益
々
増
加
せ

　
　
ん
と
す
る
旅
客
の
為
に
案
内
た
ら
ん
を
期
す
る

　
「
南
至
重
郡
の
首
都
」
と
し
て
松
本
の
地
位
が
示
し
た
後
、
鉄
道
敷
設
を

契
機
と
し
て
、
松
本
町
の
魅
力
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
が
出
版
の
目
的
と
述

べ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
「
商
工
農
蚕
の
産
業
扁
と
並
ん
で
、
他
地
域
に
は
無

い
観
光
資
源
の
案
内
が
、
旅
客
を
対
象
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
出
版
、
松
本
案
内
編
輯
部
編
戸
松

本
案
内
嘱
が
挙
げ
ら
れ
る
（
表
1
）
。
松
本
案
内
編
輯
部
は
発
行
し
た
明
倫

堂
書
店
関
係
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
倫
堂
は
慶
林
堂

高
美
書
店
か
ら
暖
簾
分
け
し
た
鶴
林
堂
の
店
員
で
あ
っ
た
関
寅
市
が
独
立
し

て
起
し
た
出
版
社
で
あ
り
、
高
美
書
店
を
中
心
と
し
た
地
域
出
版
業
者
の
グ

ル
ー
プ
中
に
存
在
し
た
業
者
で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
は
、
松
本
市
街
で
は
な
く
、
隣
接
す
る
日
本
ア
ル
プ
ス
や
高
原

に
関
す
る
記
述
が
中
心
に
な
る
。
商
工
名
鑑
的
な
商
店
や
地
域
の
名
士
を
紹

介
す
る
記
述
は
存
在
せ
ず
、
新
聞
社
、
銀
行
、
大
規
模
な
会
社
に
加
え
、
旅
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館
と
料
理
店
の
名
称
と
連
絡
先
の
み
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
出
版
の
目
的
に
つ
い
て
は
序
文
に
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

　
　
　
【
史
料
四
】
　
松
本
案
内
編
輯
下
編
『
松
本
案
内
臨
序
一
頁

　
　
松
本
市
に
関
す
る
書
物
に
し
て
（
中
略
）
徒
に
膨
大
粗
雑
に
し
て
統
一

　
　
な
く
、
真
に
旅
客
の
指
針
と
な
り
便
宜
と
満
足
を
与
ふ
る
も
の
少
な
し

　
　
　
（
中
略
）
電
鉄
敷
設
に
拠
り
、
高
原
の
都
市
と
し
て
一
大
飛
躍
を
為
さ

　
　
ん
と
す
る
松
本
市
の
現
状
を
紹
介
し
、
（
申
事
）
彼
雄
大
な
る
日
本
ア

　
　
ル
プ
ス
を
紹
介
す
る
も
の
に
至
っ
て
は
、
全
く
絶
無
な
り
、
著
者
弦
に

　
　
鑑
む
る
処
あ
り
、
松
本
市
を
中
心
に
周
囲
の
自
然
を
概
説
し
て
、
敢
へ

　
　
て
旅
客
の
参
考
た
ら
し
め
ん
と
す
。

　
従
来
の
松
本
町
に
お
け
る
案
内
書
が
網
羅
的
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
批
判

し
、
新
た
な
鉄
道
敷
設
を
背
景
に
、
松
本
を
訪
れ
る
観
光
案
内
に
目
的
を
し

ぼ
っ
た
統
一
的
内
容
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
松
本
町
に
お
い
て
も
、
明
治
三
〇
（
～
八
九
七
）
年
頃

を
画
期
と
し
て
、
戯
作
的
「
繁
昌
記
」
か
ら
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
の
出

版
へ
、
さ
ら
に
観
光
案
内
へ
と
移
行
し
た
様
子
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、

山
内
編
『
松
本
繁
晶
記
』
は
出
版
の
目
的
や
商
工
業
者
紹
介
の
記
述
内
容
の

点
で
、
そ
れ
以
前
の
浅
井
・
関
口
共
著
『
松
本
繁
昌
記
』
や
後
年
の
松
本
案

内
編
輯
部
編
『
松
本
案
内
』
な
ど
と
は
異
な
る
、
特
徴
あ
る
出
版
物
と
な
っ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
当
該
期
の
「
繁
昌
記
」
は
、
単
に
戯
作
的
な
「
繁
昌

記
」
が
衰
退
す
る
過
渡
期
の
産
物
で
は
な
く
、
地
域
経
済
の
振
興
に
主
眼
が

あ
る
商
工
名
鑑
的
出
版
物
と
し
て
、
独
自
の
目
的
と
内
容
を
備
え
た
出
版
物

と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
次
章
で
は
、
こ
う
し
た
商
工
名
鑑
的

「
繁
昌
記
」
に
特
有
の
内
容
に
つ
い
て
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
聯
に
即
し

て
検
討
す
る
。

　
①
復
刻
版
は
一
九
八
二
年
に
長
野
県
豊
科
町
の
山
麓
舎
（
す
で
に
廃
業
）
か
ら
出

　
　
版
さ
れ
た
。
本
文
二
六
四
頁
、
図
版
四
四
枚
で
、
装
丁
は
保
存
を
考
え
て
上
製
本

　
　
と
な
っ
て
い
る
。
広
告
、
写
真
類
を
含
む
図
版
が
全
て
巻
頭
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

　
　
る
。
山
麓
舎
の
元
経
営
者
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
原
本
は
既
に
存
在
し

　
　
な
い
松
本
町
の
商
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
　
同
様
に
個
人
で
所
有
さ
れ
て
い
る
新
た
な
原
本
が
今
後
確
認
さ
れ
る
可
能
性
は
十

　
　
分
あ
る
が
、
松
本
衛
文
書
館
所
蔵
の
家
蔵
史
料
な
ど
に
よ
っ
た
こ
れ
ま
で
の
調
査

　
　
か
ら
は
、
新
た
な
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
原
本
と
そ
の
増
刷
に
関
す
る
手
掛
り

　
　
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
（
松
本
市
文
書
館
門
松
本
市
文
轡
館
史
料
目
録
　
第
一
一
四

　
　
集
㎞
～
九
九
九
一
二
〇
〇
～
、
二
〇
〇
三
年
）
。
な
お
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
、

　
　
県
立
長
野
図
書
館
所
蔵
本
、
松
本
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
本
で
は
、
巻
頭
巻
宋
の

　
　
広
告
や
写
真
に
限
る
と
欠
落
や
順
の
不
同
な
ど
収
録
状
況
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、

　
　
増
刷
や
改
版
が
あ
っ
た
可
能
性
も
完
全
に
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
広
告
の
欠

　
　
落
や
順
不
同
は
、
県
立
長
野
図
書
館
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
伝
存
し
て
い
る

　
　
当
時
の
当
該
地
域
の
出
版
物
に
広
く
み
ら
れ
る
一
般
的
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
、
松
本
市
立
中
央
図
書
館
で
の
聞
き
取
り
で
は
、
か
つ
て
の
修
復
作
業
な
ど

　
　
の
結
果
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
文
中
の
内
容
に

　
　
は
異
同
が
な
い
こ
と
や
、
広
告
に
付
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
番
号
が
同
一
で
あ
り
、
広
告

　
　
内
容
の
差
し
替
え
は
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
破
損
や
製
本
・
修
復
時
の
錯
誤

　
　
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
、
今
回
は
同
じ
版
に
よ
る
も
の
結
論
付
け
た
。
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明治後期地方都市における商工名鑑的「繁晶記」の出版（網島）

　
な
お
、
復
刻
版
は
広
告
に
付
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
番
号
か
ら
広
告
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
完

　
全
な
状
態
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
で
は
奥

　
付
裏
に
あ
る
「
松
本
繁
昌
記
売
廟
所
」
の
み
が
脱
落
し
て
い
る
。

②
松
本
市
『
松
本
市
史
第
二
巻
歴
史
編
皿
近
代
』
一
九
九
五
年
四
六
四
一
四

　
六
五
頁
、
浜
野
良
平
魍
新
松
本
繁
昌
記
㎞
信
州
社
　
】
九
六
九
年
　
；
二
八
一
二

　
三
九
頁
、
三
澤
啓
一
郎
『
信
濃
人
事
興
信
録
』
信
濃
人
事
興
信
録
　
｝
九
二
二
年

　
二
四
四
頁
参
照
。

③
先
述
の
よ
う
に
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
麟
の
強
い
影
響
下
に
出
版
さ
れ
た
と

　
さ
れ
る
魍
長
野
繁
盛
記
臨
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
頭
「
例
言
」
に
は
原
稿
を
執
筆
し

　
た
の
が
コ
一
木
毒
龍
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
『
長
野
繁
盛
記
』
広
告
中

　
に
は
、
長
野
市
で
の
出
版
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
外
的
に
松
本
町
の
業

　
者
で
あ
る
郁
文
堂
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
内
が
魍
長
野
繁
盛
記
』
の

　
出
版
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
た
と
み
て
聞
違
い
な
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
山

　
内
、
二
木
の
両
氏
が
協
力
し
て
「
繁
昌
（
盛
）
記
」
の
出
版
企
画
を
行
っ
て
い
た

　
と
考
え
る
。
岩
井
熊
蔵
『
長
野
繁
盛
記
　
一
名
善
光
寺
案
内
』
縫
上
商
店
　
一
九

　
〇
四
年
　
例
言
｝
頁
、
大
島
卓
爾
『
信
濃
新
報
　
三
十
週
圓
顧
史
』
信
濃
新
報
社

　
一
九
三
九
年
　
四
一
五
頁
参
照
。

④
慶
林
堂
は
い
ま
な
お
松
本
市
本
町
に
存
続
す
る
高
美
書
店
の
こ
と
で
あ
り
、
山

　
内
編
『
松
本
繁
昌
記
㎞
申
編
に
お
い
て
も
、
本
町
二
丁
目
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
高
美
書
店
は
近
世
後
期
以
来
、
周
辺
地
域
に
冠
た
る
書
騨
と
さ
れ
る
。
鈴
木
俊
幸

　
『
江
戸
の
読
害
熱
一
自
学
す
る
読
者
と
書
籍
流
通
1
』
平
凡
社
　
二
〇
〇
七

　
年
　
七
三
～
一
四
四
頁
参
照
。
な
お
、
明
治
以
降
に
は
後
述
の
浅
井
・
関
口
共
著

　
『
松
本
繁
昌
記
臨
を
出
版
す
る
な
ど
、
松
本
町
に
お
い
て
「
繁
昌
記
」
類
轡
の
出

　
版
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
條
宏
之
「
開
化
史
と
し
て
の
松

　
本
学
の
成
立
一
関
口
友
愛
・
淺
井
洌
交
著
『
松
本
繁
昌
記
睡
の
検
討
を
通
し
て

　
一
」
（
『
松
本
市
史
研
究
　
松
本
史
文
書
館
紀
要
』
一
〇
　
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

⑤
門
松
本
繁
昌
記
大
売
捌
所
」
と
し
て
、
松
本
本
町
一
丁
目
知
新
堂
、
松
本
大
名

　
町
鶴
林
堂
、
松
本
本
町
二
品
目
慶
林
堂
、
松
本
本
町
一
丁
目
松
栄
堂
、
松
本
本
町

　
　
丁
目
水
琴
堂
、
長
野
市
西
澤
書
店
、
上
諏
訪
町
日
新
堂
、
東
穂
高
町
小
川
害
店
、

　
池
田
町
勝
山
晋
店
、
木
下
町
開
明
堂
、
洗
馬
都
築
文
明
堂
、
大
町
松
本
正
信
、
坂

　
下
町
福
澤
文
昌
堂
、
飯
田
町
皆
川
文
薩
州
、
赤
穂
町
信
堂
堂
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
魍
長
野
繁
盛
記
』
の
発
売
所
に
は
、
長
野
市
大
門
町
西
澤
喜
太
郎
、
長
野

　
市
新
田
町
朝
陽
堂
、
長
野
市
東
町
河
原
三
平
、
長
野
市
大
門
町
増
屋
書
店
、
長
野

　
市
元
善
町
金
華
堂
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
西
澤
喜
太
郎
（
西
澤
書
店
）
は
「
信
陽

　
日
々
薪
聞
」
（
「
信
陽
日
報
」
の
継
続
前
紙
）
の
売
甲
所
で
も
あ
っ
た
。
（
信
陽
日

　
日
新
矧
聞
篇
＝
二
悶
写
明
治
旧
一
五
年
～
月
⊥
ハ
日
）

⑥
明
治
中
後
期
に
か
け
て
の
東
額
受
郡
に
お
け
る
養
蚕
業
の
推
移
を
見
る
と
、
第

　
一
　
章
第
一
節
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
頃
を
画
期
と
し

　
て
秋
蚕
の
養
蚕
家
、
生
産
量
が
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、
秋
蚕
種
が
地
域
の
重
要

　
産
業
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑦
前
掲
註
④
上
條
論
文
六
九
～
七
〇
頁
参
照
。

⑧
長
尾
無
墨
『
善
光
寺
繁
昌
記
隔
松
葉
軒
一
八
七
八
年
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
前
掲
註
④
上
條
論
文
六
九
頁
参
照
。

⑨
　
前
掲
註
②
『
松
本
市
史
』
五
〇
六
頁
、
前
掲
註
③
隅
信
濃
薪
報
　
三
十
週
回
顧

　
史
』
五
頁
参
照
。

⑩
矢
ケ
崎
栄
次
郎
噛
回
顧
の
五
十
年
鶴
林
堂
書
店
史
』
鶴
林
堂
書
店
一
九
四

　
一
年
　
七
九
一
一
〇
五
頁
、
一
九
〇
～
一
九
二
頁
参
照
。
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第
二
三

山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
隔

内
容
の
分
析

第
一
節
　
商
工
業
者
紹
介
文
の
検
討

に
お
け
る
商
工
名
鑑
的

　
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
は
中
編
で
松
本
町
の
商
工
業
者
二
四
六
軒
を
、

後
編
で
隣
接
す
る
東
筑
摩
郡
お
よ
び
南
北
安
曇
郡
の
秋
蚕
上
家
六
七
軒
を
紹

介
し
て
い
る
。
『
長
野
県
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
同
年
次
の
統
計
値
は
入
手

で
き
な
い
が
、
松
本
町
の
商
業
者
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
五
（
一
八
九
三
）

年
度
に
卸
売
二
九
八
軒
、
仲
買
一
八
九
軒
、
小
売
一
六
七
二
軒
で
合
計
一
二

五
九
軒
あ
り
、
全
業
者
の
一
〇
％
強
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
類
推
さ
れ
る
。

ま
た
、
秋
蚕
勢
家
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
度
の
東
筑
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

郡
と
南
安
曇
郡
を
合
わ
せ
る
と
二
一
九
五
〇
軒
と
な
っ
て
お
り
、
ご
く
限
ら

れ
た
業
者
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
本
文
中
で
は
、
掲
載
さ
れ
た
商
工
業
者
に
つ
い
て
様
々
な
情
報
が
紹
介
さ

　
　
　
②

れ
て
い
る
。
中
編
か
ら
本
町
一
丁
目
「
大
徳
商
店
」
を
例
に
と
っ
て
具
体
的

に
見
て
み
よ
う
。
「
大
徳
商
店
」
に
つ
い
て
の
記
述
分
量
は
一
八
文
字
×
二

六
行
に
な
る
。

　
　
【
史
料
五
】
　
山
内
實
太
郎
編
『
松
本
繁
昌
記
隔
中
編
四
七
頁

　
　
大
徳
商
店
は
本
町
一
丁
目
東
側
に
あ
り
千
歳
橋
橋
詰
よ
り
南
へ
四
軒
囲

　
　
な
り
（
中
略
）
砂
糖
及
米
穀
類
の
問
屋
に
し
て
大
徳
の
名
は
夙
に
遠
近

　
　
に
聞
へ
此
近
傍
著
名
の
老
舗
な
り
（
中
略
）
砂
糖
類
は
皆
其
産
地
よ
り

　
　
直
輸
入
す
る
も
の
な
れ
ば
遠
州
駿
州
名
産
の
和
砂
糖
は
勿
論
横
浜
東
京

　
　
を
経
て
輸
送
し
来
る
洋
砂
糖
の
類
迄
売
買
取
引
非
常
に
頻
繁
に
し
て
当

　
　
町
に
於
け
る
菓
子
製
造
者
の
大
半
は
其
原
料
を
此
店
に
仰
が
ざ
る
無
く

　
　
其
他
南
北
安
曇
郡
の
内
豊
科
池
田
穂
高
大
町
の
如
き
西
筑
摩
郡
福
島
地

　
　
方
の
如
き
上
下
伊
那
方
響
の
如
き
何
れ
も
唯
一
の
仔
取
引
先
な
る

　
ま
ず
、
位
置
に
つ
い
て
は
、
通
り
に
面
し
て
ど
ち
ら
側
に
あ
る
の
か
、
目

印
と
な
る
場
所
を
起
点
と
し
た
場
所
の
指
定
な
ど
が
な
さ
れ
て
い
る
。
次
に

特
徴
的
な
業
務
の
内
容
と
問
屋
や
卸
小
売
と
い
っ
た
業
態
の
別
、
そ
し
て
取

扱
商
品
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
取
扱
商
品
の
有
名
産
地
を
中

心
と
し
た
仕
入
先
と
商
品
の
販
売
先
に
関
す
る
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
記
述
内
容
の
全
体
の
傾
向
を
検
討
し
て
み
る
。
ま
ず
、
中
編
で

製
造
、
卸
、
小
売
の
別
と
い
っ
た
業
態
の
違
い
を
記
載
し
て
い
る
も
の
が
六

二
軒
あ
り
、
そ
の
う
ち
製
造
と
あ
る
も
の
が
「
四
軒
、
卸
、
小
売
を
兼
ね
る

も
の
が
三
四
軒
、
卸
売
専
業
あ
る
い
は
問
屋
専
業
と
あ
る
も
の
が
三
軒
、
小

売
専
業
が
二
軒
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
卸
、
小
売
を
兼
ね
る
業
者

が
多
い
が
、
六
九
町
「
浅
井
太
物
商
店
」
紹
介
文
に
は
、
「
市
中
卸
売
業
者

又
甚
だ
少
か
ら
ざ
れ
ど
も
多
く
は
小
売
を
兼
業
と
す
る
を
以
て
懸
念
多
し
」

（一

Z
一
頁
）
と
編
著
者
の
側
で
は
卸
売
専
業
の
業
者
を
高
く
評
価
す
る
向
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き
が
あ
っ
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

　
次
に
、
商
品
の
販
売
先
に
つ
い
て
の
記
述
は
大
き
く
四
つ
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
販
売
先
に
関
す
る
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
中
編
で
四
八
軒

あ
り
、
（
一
）
販
売
先
を
市
中
近
在
と
す
る
も
の
、
（
二
）
南
北
安
曇
郡
、
諏

訪
郡
、
上
下
伊
那
郡
、
東
西
筑
摩
郡
、
の
旧
筑
摩
県
に
属
す
る
南
信
州
七
郡
、

（
三
）
近
隣
他
府
県
お
よ
び
北
信
州
、
（
四
）
遠
方
の
他
地
域
に
分
け
ら
れ

る
。
こ
の
う
ち
複
数
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
た
が
る
も
の
も
相
当
蚤
あ
る
の
で

重
複
を
含
む
が
、
（
一
）
を
含
む
も
の
が
の
べ
…
六
軒
、
（
二
）
が
の
べ
二
七

軒
、
（
三
）
が
の
べ
一
二
軒
、
（
四
）
が
の
べ
九
軒
と
な
る
。
遠
方
を
示
す

（
四
）
が
比
較
的
少
な
い
一
方
で
、
南
信
七
郡
を
示
す
（
二
）
が
多
く
、
販

売
先
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
を
主
要
な

販
売
先
と
目
し
て
い
た
の
は
、
遠
隔
地
商
業
を
営
む
卸
売
業
者
で
は
な
く
、

地
域
経
済
に
根
ざ
し
た
卸
売
業
者
や
小
売
業
者
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、

秋
蚕
種
業
家
を
扱
う
後
編
で
販
売
先
に
関
す
る
情
報
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の

は
三
六
軒
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
ぼ
全
て
が
群
馬
、
埼
玉
、
茨
城
、
千
葉
と
い

っ
た
関
東
地
方
を
中
心
と
し
た
他
府
県
で
あ
り
、
販
路
の
開
拓
に
関
す
る
逸

話
な
ど
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
県
下
や
近
隣
の
地
域
に
つ
い
て
は
五
軒
の
み

が
下
高
井
郡
を
中
心
と
す
る
北
信
州
へ
の
販
売
を
併
記
し
て
い
る
に
と
ど
ま

る
。
後
編
で
紹
介
さ
れ
る
秋
蚕
種
蒔
家
が
中
編
の
商
工
業
者
と
異
な
り
、
よ

り
遠
隔
地
と
の
取
引
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
う
し
た
紹
介
文
は
業
者
に
よ
っ
て
分
量
に
多
寡
が
あ
る
。
中
編
で
紹
介

さ
れ
る
業
者
ご
と
の
行
客
を
、
立
地
に
分
け
て
比
較
し
た
も
の
が
表
2
で
あ

り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
松
本
町
中
心
市
街
地
を
示
し
た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
松
本
城
下
町
は
侍
屋
敷
と
町
家
に
大
き
く
区
分
さ
れ
て
い
た
。

女
鳥
羽
川
以
北
が
武
家
地
で
、
川
南
か
ら
城
東
に
町
人
地
が
お
か
れ
た
。
特

に
善
光
寺
道
に
沿
っ
た
、
問
屋
街
の
本
町
、
中
町
と
宿
場
町
で
も
あ
っ
た
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

町
を
あ
わ
せ
て
親
町
と
称
し
、
城
下
町
の
中
心
部
を
形
成
し
て
い
た
。

　
掲
載
さ
れ
た
業
者
の
数
は
、
旧
町
人
地
が
七
六
％
を
占
め
、
武
家
地
が
一

六
％
、
そ
の
他
が
八
％
と
続
く
。
町
人
地
の
紹
介
数
が
多
い
こ
と
が
目
立
つ

が
、
記
述
量
に
注
目
す
る
と
分
量
の
多
い
例
は
特
定
の
町
の
み
に
限
定
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
全
体
を
通
じ
て
五
一
七
、
一
一
～
＝
二
、
二
＝
　
～

二
五
行
の
業
者
が
目
立
っ
て
多
く
、
こ
れ
ら
の
分
量
を
目
安
と
す
る
範
疇
ご

と
に
紹
介
文
が
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
表
2
）
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
の
手
が
か
り
と
し
て
、
凡
例
中
に
「
紹
介
文
及
写
真
版

の
掲
載
は
総
て
い
ろ
は
順
を
以
て
し
其
同
一
な
る
も
の
は
受
付
の
順
序
に
依

れ
り
」
と
あ
り
、
紹
介
を
希
望
す
る
業
者
を
出
版
者
側
か
ら
募
集
し
、
順
次

受
け
付
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
「
紹
介
文
は
心
付
の
ま

に
ま
に
信
用
あ
る
所
の
人
々
の
み
を
掲
げ
た
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

付
」
に
よ
る
資
金
提
供
と
紹
介
文
の
多
寡
に
関
係
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
の
出
版
は
新
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表2　山内編搬本繁愚記』における商工業者紹介文の記述量と立地の関係

紹介文の行数 1－4 5－7 8－10 1ユー13 14－16 17－19 20－22 23－25 26－28 29－31
32一

i行）

紹介業者

ﾌ合計

A．本町 8 1 7 4 4 5 19 7 6 6ユ

B．博労町 ユ 4 3 2 ユ 4 15

C．逢初町 1 1

D．中町 5 4 1 ユ 3 3 2 2 21

E．裏小路 ユ 1 1 1 4

F．伊勢町 3 3 3 8 2 ユ 5 1 26

G．二上 1 1 1 3

H．渚 1 1 2

1．高砂町 1 3 1 5

J．飯田町 1 1 ユ 1 4

K．宮村町 3 ユ 4

L．清水 1 ユ 15＊ 17

M．大名町 2 3 1 1 1 1 9

N．土井尻 1 1

0．六九町 ユ 1 3 2 3 1 11

P．今町 2 2 1 3 8

Q．白板 2 1 3

R．辰巳町 3 1 4

S．緑町 2 ユ 3

T．大柳町 1 1

U．上ケ土 1 3 ユ 5

V．下御馬出し 2 1 3

W．東町 1 1 3 1 3 9

X．鍛冶町 1 ユ

Y．和泉町 1 1 2

Z，裏町 1 1 2

α，餌差町 1 1 2

β．安原町 1 ユ 2

γ．岡の宮 1 1

松本遊郭 2 2 1 2 7

浅間温泉 2 4 ユ 1 1 9

合　計 17 36 18 42 14 13 18 45 12 0 ユ6 246

＊清水は14軒の蚕卵原紙製造業者を連名（41行）で紹介するものを含んでいるので、これを1軒

　とすれば、30行を超える紹介業者は2軒にとどまる。アルファベットは山内編『松本二二二三
　中編の掲載順に準じる。

130　（848）



明治後期地方都市における商工名鑑的「繁昌記」の出版（網島）

　　　　　　　　　　　　　　　図2　松本中心市街地の町
＊明治43年測図2万5千分1図松本に、松本城下町歴史研究会編『よみがえる城下町・松本一息づ
　く町人たちのくらし』を参照し加筆。図譜の記号は表2で示した各町に相当する。

聞
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
進
め

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
山
内

が
所
属
し
て
い
た
「
凄
艶
日
報
」

か
ら
現
存
す
る
明
治
二
〇
年
頃
の

紙
面
を
み
て
み
る
と
、
「
信
陽
日

報
広
告
一
定
価
二
拾
字
詰
一
行

一
日
分
金
三
銭
・
三
日
以
上
金
武

銭
五
厘
・
七
日
以
上
金
団
銭
・
但

十
行
以
上
壼
割
引
・
式
拾
行
以
上

武
割
引
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
記

述
分
量
に
応
じ
た
広
告
料
の
設
定

　
　
　
　
　
⑤

が
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、

出
版
元
で
は
新
聞
紙
上
に
お
け
る

広
告
募
集
の
方
法
と
い
う
、
応
用

す
べ
き
ノ
ウ
ハ
ウ
を
既
に
持
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
た
だ
し
、
「
藤
蔓
日
報
」
や
後

継
紙
「
信
府
日
報
」
紙
面
上
の
広

告
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
く
と
、
掲

載
さ
れ
る
業
者
は
他
府
県
に
拠
点
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を
置
く
も
の
も
目
立
ち
、
周
辺
地
域
の
業
者
に
よ
る
広
告
が
意
外
に
少
な
い

印
象
を
受
け
る
。
例
え
ば
、
「
信
府
日
報
」
明
治
二
五
年
五
月
二
九
日
、
第

二
百
八
十
四
号
に
は
一
二
件
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
東

京
、
大
阪
な
ど
他
府
県
か
ら
の
も
の
が
四
件
あ
り
、
行
政
に
よ
る
も
の
や
個

人
的
な
連
絡
を
除
い
て
、
営
利
目
的
の
地
元
業
者
に
よ
り
掲
載
さ
れ
た
広
告

は
三
件
に
留
ま
る
。
そ
こ
で
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
駈
の
出
版
に
関
与
し

た
い
ま
一
方
の
存
在
で
あ
る
地
域
出
版
業
者
の
働
き
が
浮
か
び
上
が
る
。
近

世
か
ら
地
域
の
書
騨
と
し
て
存
在
し
た
慶
林
堂
高
美
書
店
は
、
豊
田
利
忠

『
善
光
寺
道
名
所
図
会
』
（
一
八
四
三
）
や
十
返
舎
一
九
『
金
草
鮭
』
十
三

編
（
【
八
二
〇
）
申
に
知
人
や
取
引
先
と
も
ど
も
描
か
れ
て
お
り
、
出
版
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

助
へ
の
見
返
り
の
広
告
と
し
て
の
意
義
が
し
ら
れ
て
い
る
。
地
域
誌
的
書
物

を
出
版
す
る
に
当
た
っ
て
、
広
告
的
記
述
の
掲
載
と
引
換
え
に
資
金
援
助
を

募
る
手
法
は
慶
林
堂
な
ど
が
熟
知
す
る
手
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
主
に
中

編
で
紹
介
さ
れ
る
商
工
業
者
の
募
集
に
は
そ
の
深
い
関
与
が
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
の
商
工
名
鑑
的
内
容
は
、
各

業
者
の
名
称
や
立
地
に
加
え
、
業
態
の
別
や
販
路
ま
で
を
紹
介
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
業
者
か
ら
の
資
金
提
供
と
自
己
申
告
に
よ
る
情

報
に
基
づ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
金
鉱
と
し
て
特
定
の
偏
り
が
あ
る
。
次

節
で
は
、
そ
の
偏
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

第
二
節
　
商
工
名
鑑
的
情
報
と
そ
の
三
三

　
山
内
編
隅
松
本
繁
昌
記
』
と
同
年
に
出
版
さ
れ
た
代
表
的
な
商
工
名
鑑
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

出
版
物
に
、
『
第
二
版
日
本
全
国
商
工
人
名
録
匝
（
以
下
『
商
工
入
名
録

（
二
）
』
と
略
記
す
る
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』

の
掲
載
情
報
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
し
て
い
く

上
で
、
こ
の
資
料
を
比
較
参
照
し
て
い
く
。

　
噸
商
工
人
名
録
（
二
）
』
は
、
経
済
史
研
究
の
立
場
か
ら
近
代
日
本
に
お

け
る
乱
入
の
具
体
像
を
知
る
上
で
好
個
の
資
料
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
収
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

デ
ー
タ
の
問
題
点
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
明
治
三
一
（
一
八
九

八
）
年
時
点
で
営
業
税
を
課
さ
れ
て
い
る
商
業
者
に
つ
い
て
約
十
分
一
程
度
、

卸
売
商
に
つ
い
て
も
約
半
数
を
カ
バ
ー
す
る
に
過
ぎ
な
い
な
ど
、
採
録
さ
れ

て
い
る
業
者
が
か
な
り
上
層
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
商
業

と
工
業
の
区
別
を
含
め
て
、
採
録
さ
れ
た
業
者
が
最
適
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分

類
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
重
要
な
業
務
が
書
き
漏
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
、

　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

掲
載
さ
れ
た
業
者
の
重
複
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
噸
商
工
人
名
録
（
二
）
』
が
松
本
町
に
つ
い
て
示
す
商
工
業
者
数
は
一
一

二
軒
で
あ
り
、
そ
れ
に
銀
行
、
会
社
（
新
聞
社
を
含
む
）
；
一
軒
を
加
え
た

一
二
五
軒
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
各
商
工
業
者
は
、
町
ご
と
に
立
地
で
区
分

さ
れ
る
山
内
編
『
松
本
繁
晶
記
』
と
は
異
な
り
、
業
種
別
に
分
け
ら
れ
て
い
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る
。
な
お
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
隔
と
『
商
工
人
名
録
（
二
）
』
と
で
は
、

商
号
や
通
称
で
表
記
す
る
前
者
と
、
事
業
者
名
で
表
記
す
る
後
者
の
間
で
基

準
が
一
致
し
な
い
こ
と
や
、
上
述
し
た
騨
商
工
人
名
録
（
二
）
暁
が
も
つ
問

題
点
か
ら
、
今
回
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
両
々
で
一
致
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
業
者
が
さ
ら
に
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
両
書
の
採
録
業
者
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

～
二
五
軒
の
う
ち
四
九
軒
が
一
致
し
て
記
載
が
確
認
さ
れ
、
加
え
て
＝
軒

が
一
致
の
可
能
性
を
残
す
も
の
の
確
証
を
得
る
に
至
ら
な
い
業
者
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
山
内
墨
縄
松
本
繁
昌
記
』
中
編
は
二
三
〇
軒
の
商
工
業
者
を
記
載

し
て
い
る
が
、
『
商
工
人
名
録
（
二
）
』
中
に
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
い
五
八
軒
の
業
者
が
認
め
ら
れ
、
両
書
と
も
採
録
に
関
す

る
特
有
の
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
五
八
軒
中
、
会
社
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
除
い
た
五
二
軒
に
つ
い
て

み
て
見
る
と
、
繊
維
商
二
三
軒
、
食
料
商
＝
軒
、
雑
貨
商
九
軒
、
製
材
木

商
四
軒
、
窯
業
、
薬
商
、
金
属
商
が
各
一
軒
、
そ
の
他
各
種
営
業
が
二
軒
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
繊
維
商
は
松
本
町
の
『
商
工
入
名
録
（
二
）
㎏

記
載
業
者
数
の
約
三
分
一
、
総
数
四
〇
軒
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
『
松
本
繁

昌
記
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
二
三
軒
を
整
理
し
た
（
表
3
）
。
掲
載
総
数

の
多
い
呉
服
太
物
商
は
と
も
か
く
と
し
て
、
糸
類
商
お
よ
び
生
糸
買
継
商
な

ど
の
卸
、
仲
買
業
者
が
、
山
内
編
『
松
本
繁
晶
記
』
中
編
で
は
ほ
と
ん
ど
採

録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
目
に
つ
く
。
ま
た
、
立
地
に
つ
い
て
は
中
町
、
お

よ
び
隣
接
す
る
横
町
の
業
者
の
非
掲
載
業
者
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

ら
の
業
者
は
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
聴
の
よ
う
な
出
版
事
業
に
非
協
力
的
、

あ
る
い
は
無
関
心
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
前
提
を
ふ
ま
え
、
記
載
情
報
の
偏
り
を
よ
り
詳
細
に
検
討

す
る
た
め
、
噸
商
工
人
名
録
（
二
轟
と
山
内
編
噌
松
本
繁
昌
記
』
中
編
が
掲

載
す
る
松
本
町
の
商
工
業
者
に
つ
い
て
、
立
地
と
業
種
別
の
分
布
の
偏
り
を

示
し
た
も
の
が
表
4
で
あ
る
。
業
種
の
分
類
は
『
商
工
人
名
録
（
二
）
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

既
往
研
究
に
依
拠
し
て
、
繊
維
商
、
食
料
品
商
、
雑
貨
商
、
製
材
木
製
品
商
、

窯
業
商
、
薬
王
、
金
属
商
、
そ
の
他
に
分
類
し
た
。

　
ま
ず
立
地
別
の
掲
載
業
者
数
に
関
し
て
親
書
の
差
異
を
見
て
い
く
と
（
図

2
参
照
）
、
本
町
、
中
町
に
関
す
る
業
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
点
は
変
わ

ら
な
い
。
異
な
る
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
山
内
編
『
松
本
繁
畠
記
隔

で
『
商
工
人
名
録
（
二
）
』
の
四
倍
以
上
の
業
者
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
伊

勢
町
、
大
名
町
、
六
九
町
、
東
町
、
清
水
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
大
名
町
、

六
九
町
は
旧
武
家
地
で
あ
る
。
六
九
町
に
つ
い
て
、
『
商
工
人
名
録
（
二
）
㎏

は
繊
維
商
し
か
紹
介
し
て
い
な
い
が
、
山
内
編
職
松
本
繁
叢
記
』
は
食
料
品

商
、
雑
貨
商
、
薬
商
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。
大
名
町
に
関
し
て
は
山
内
編

『
松
本
軍
費
記
』
記
載
業
者
の
大
半
が
そ
の
他
に
分
類
さ
れ
る
理
髪
店
や
時

計
商
、
書
店
な
ど
で
あ
る
。
と
も
に
規
模
の
点
で
突
零
せ
ず
、
地
域
産
業
の
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表3　「agJ　1版日本全国商工人名録2採録の『松本繁昌記』非記載繊維業者

名　　称 業　　種 兼業種 立　　地

井上與作

松田屋　井上吉平

伊藤善次郎

武井　落合源一郎

油i嘉　分部要衛

片瀬今朝太郎

三原屋　高園山十

竹内源治

加賀屋　中川佐四郎

樽屋　増田武壽計

穀屋　三原文七

三沢　三沢重平

生阪屋　三輪金六

奥州屋　土屋茂平

油屋　内川十次郎

原平兵衛

笹野屋　真崎勝太郎

萬屋　浅田藤一郎

須田屋　三沢清七

照中財治

多田助一郎

丸山常太郎

赤羽勝太郎

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

呉服太物商及古着

糸類商

糸類商

糸類商

糸類商

生糸製造及買次商

生糸製造及買次商

生糸製造及買次商

生糸製造及買次商

太物商

太物足袋商

太物足袋綿肥料海産物商

兼古着食塩商

古着商

兼海産物商

綿糸太物足袋底商

綿糸金巾太物商

洋糸砂糖綿蚕種商

足袋底洋糸洋物綿商

0．六九町

D．中町
K．宮村町

B．博労町

A．本町
D．中町（横町）

F．伊勢町

A．本町
D．中町
D．中町
D．申町
D．中町（横町）

D．中町
O．六九町
東川平町

A．本町
A．本町
D．中町
A，本町
1．高砂町（正安寺小路）

β．安原町

L．清水
β．安原町

＊響第二版日本全国商工人名録選および山内編『松本繁昌記壽より作成

特
色
も
反
映
し
て
い
な
い
業
種
が
集
ま
っ
て
お
り
、
『
商
工
人
名
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

（
二
）
騙
の
掲
載
か
ら
漏
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
既
往
研
究
が
示
す

よ
う
に
、
松
本
に
お
い
て
も
『
商
工
人
名
録
（
二
）
』
は
繊
維
商
、
食
料

品
商
を
中
心
と
し
た
業
種
を
多
数
擁
す
る
地
区
が
重
点
的
に
記
載
さ
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
方
、
伊
勢
町
、
東
町
は
旧
町
入
地
で
あ
る
。
伊
勢
町
は
、
本
町
、
中

町
同
様
、
繊
維
商
、
食
料
品
商
が
卓
越
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

『
商
工
人
名
録
（
二
）
』
で
は
紹
介
さ
れ
な
い
。
伊
勢
町
が
親
町
す
な
わ

ち
旧
城
下
町
の
核
心
部
に
比
べ
て
商
業
地
と
し
て
新
興
地
区
で
あ
り
、
そ

の
業
者
は
旧
来
か
ら
の
有
名
商
店
が
少
な
か
っ
た
の
か
、
あ
ま
り
重
視
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
親
町
で
あ
る
東
町
は
、

山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
掲
載
業
者
の
ほ
と
ん
ど
が
旅
館
で
あ
る
。
東
町

の
旧
宿
場
町
と
し
て
の
姓
質
を
示
す
こ
う
し
た
業
者
も
、
『
商
工
人
名
録

（
二
）
』
か
ら
は
漏
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
近
郊
に
位
置
す

る
清
水
で
は
、
明
治
以
降
発
達
し
た
湧
水
を
利
用
し
た
蚕
卵
原
紙
製
作
業

者
が
一
括
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
業
種
別
の
掲
載
業
者
数
を
見
て
い
く
。
山
内
編
『
松
本
繁
昌

記
』
は
繊
維
商
、
食
料
品
商
、
雑
貨
商
、
そ
の
他
に
関
し
て
記
載
業
者
が

多
い
が
、
岡
商
工
人
名
録
（
二
）
臨
は
よ
り
繊
維
商
が
強
調
さ
れ
る
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
食
料
品
商
、
雑
貨
商
で
は
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
が
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表4　山内編蜜松本繁昌記」と『第二版日本全国商工人名録』申の採録業者にみる立地の比較

繊維商 食：料品商 雑貨商 製彬（製品商 窯業商 薬 金属商 その他 合計

A．本町 16（16） 13（12） 12（11） （ユ） 1（玉） 3 （エ） 16（5） 61（47）

B．博労町 4（6） 1 3（2） 4（2） 3（1） ユ5（11）

C．逢初町 1 1（0）

D．中町 7（9） 2（4） 2（2） （1） 1 2（2） 1 6（3） 21（2ユ）

E．裏小路 4 4（0）

F．伊勢町 7（2） 4 6 1（2） 8（2） 26（6）

G．巾上 1 1 1 3（0）

H．渚 2 2（0）

1．高砂町 1G） 1 1 2 5（ユ）

J，飯田町 （1） 1 （2） 3（2） 4（5）

K．宮村町 1（ユ） ユ（1） 2 4（2）

L，清水 1（2） 1 15 17（2）

M．大名町 2（1） 7（1） 9（2）

N．土井尻 1 1（0）

O．六九町 3（2） 3 1 1 3 11（2）

～ツ橋
（ユ） 0（1）

P．今町 2（ユ） 5 1 8（1）

Q．白板 3（1） 3（1）

R．辰巳町 1 3（1） 4（1）

S．緑町 2 1 3（0）

T．大柳町 1ω 1（1）

U．上ケ土 ！ 1 1 2 5（0）

V．下御馬出し 2 1 3（0）

W．東町 2 1（1） 1 1 4（1） 9（2）

X．鍛冶町 1 1（0）

Y．和泉町 1 1（1） （1） 2（2）

Z．裏町 1 1 2（0）

α．餌差町 1 1 2（0）

β．安原町 （2） ！（1） 1 2（3）

γ．岡の宮 1 ！（0）

横町 （2） （1） 0（3）

宮淵
（1） 0（1）

芳川町
（1） 0（1）

詳細不明 （1） （2） （1） （5） 0（9）

横田遊郭 7 7（0）

浅間温泉 ！ 8 9（0）

合計 46（45） 40（24） 32（18） 9（5） 3（3） 12（5） 6（3） 98（22） 2荏6（125）

数字は山内編澤松本繁昌記」の、括弧内のものが謬第二版臼本全国商工入名録』の採録業者数を

示す。山内編『松本繁昌記』で複数の業種をかねるとされるものは最も強調されているもの、ま

たは単に最初に紹介されている業種で代表させた。なお、その他には銀行、会祉に分類されるも

のを含む。
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親
町
以
外
に
も
、
伊
勢
町
や
旧
武
家
地
に
立
地
す
る
も
の
を
数
多
く
取
り
上

げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
該
当
す
る
業
者
の
内
訳
を
見

て
い
く
と
、
運
送
業
、
書
籍
商
、
旅
館
が
『
商
工
人
名
録
（
～
一
）
臨
で
は
ほ

と
ん
ど
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
臨
で
は
ま
と
ま
っ

た
数
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
『
商
工
人
名
録
（
二
）
臨
の
掲
載
業
者
に
比
べ
て
、
山
内

編
『
松
本
繁
昌
記
』
が
、
親
町
以
外
に
立
地
す
る
多
様
な
業
種
に
つ
い
て
詳

細
な
デ
ー
タ
を
用
意
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
規
模
や
取
扱

商
品
な
ど
の
点
で
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
卸
売
業
者
で
あ
っ
て
も
小
売
兼

業
で
あ
っ
た
り
、
南
信
州
と
い
っ
た
旧
来
か
ら
の
地
域
経
済
圏
に
お
け
る
販

売
先
を
重
視
す
る
、
地
域
に
密
着
し
た
業
者
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

当
時
の
遠
隔
地
取
引
を
主
な
業
務
と
し
た
生
糸
商
に
つ
い
て
、
『
商
工
人
名

録
（
二
）
隔
に
採
録
さ
れ
た
経
営
規
模
で
上
層
に
位
置
す
る
業
者
が
、
山
内

編
『
松
本
繁
昌
記
』
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
の
点

は
、
緒
言
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
㎎
松
本
繁
昌
記
駈
出
版
の
文
脈
と
関
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
次
章
で
は
、
こ
の
点
に
も
留
意
し
つ
つ
、

繁
昌
記
の
出
版
を
と
り
ま
く
背
景
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

①
長
野
県
編
『
長
野
県
統
計
書
』
明
治
二
五
お
よ
び
三
〇
年
度
版
。

②
本
文
以
外
の
情
報
と
し
て
、
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
る
広
告
と
写
真
が
あ
る
。
広
告

　
に
つ
い
て
は
蚕
種
業
が
四
〇
軒
と
最
も
多
く
、
ほ
か
に
広
く
周
辺
地
域
や
東
京
の

　
商
工
業
者
、
銀
行
、
旅
館
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
松
本
町
の
商
工
業
者
は

　
＝
一
軒
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
内
一
〇
軒
が
中
編
本
文
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
業
者

　
と
重
複
し
て
い
る
。
写
真
に
つ
い
て
は
市
内
の
点
景
一
四
点
と
芸
妓
一
六
点
を
除

　
く
、
の
べ
四
六
点
が
商
工
業
者
に
関
す
る
写
真
で
あ
り
、
中
編
に
採
録
さ
れ
る
業

　
者
に
つ
い
て
は
三
五
点
、
後
編
に
採
録
さ
れ
る
秋
蚕
種
業
家
は
東
筑
摩
郡
の
も
の

　
だ
け
が
の
べ
＝
点
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
数
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

　
あ
り
、
現
段
階
で
は
分
析
上
有
意
義
な
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

③
松
本
城
下
町
歴
史
研
究
会
編
魍
よ
み
が
え
る
城
下
町
・
松
本
－
息
づ
く
町
入
た

　
ち
の
く
ら
し
輪
郷
土
出
版
社
　
二
〇
〇
四
年
　
一
六
～
二
五
頁
。

④
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
明
治
瓢
二
（
一
八
九
八
）
年
前
後
の
「
信
府
日
報
」
を

　
は
じ
め
と
す
る
松
本
町
で
出
版
さ
れ
た
新
聞
の
記
事
や
広
告
が
有
力
な
手
掛
り
と

　
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
松

　
本
町
で
出
版
さ
れ
た
地
域
の
日
刊
新
聞
と
そ
の
保
存
状
態
に
つ
い
て
は
、
山
田
晴

　
通
門
戦
前
に
お
け
る
松
本
の
日
刊
新
聞
ー
ユ
タ
日
報
と
同
時
代
の
小
さ
な
新
聞

　
を
読
む
一
」
（
魍
ユ
タ
日
報
研
究
』
四
　
一
九
九
八
年
　
二
一
二
九
頁
）
参
照
。

　
近
世
の
出
版
と
広
告
料
に
関
す
る
研
究
か
ら
、
広
告
料
の
変
動
に
よ
っ
て
版
ご
と

　
に
広
告
が
変
動
す
る
例
が
知
ら
れ
る
が
、
『
松
本
繁
晶
記
㎞
に
関
し
て
は
上
述
の

　
よ
う
に
版
の
違
い
が
確
認
で
き
ず
、
そ
の
よ
う
な
分
析
を
十
分
行
え
て
い
な
い
。

　
例
え
ば
、
尾
崎
行
也
「
解
説
」
（
蝋
復
刻
諸
国
道
中
商
人
鑑
中
仙
道
・
善
光
寺
之
部

　
全
㎞
郷
土
出
版
社
一
九
八
九
年
　
三
一
二
五
頁
参
照
。

⑤
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
＝
万
発
行
分
の
「
僑
陽
日
報
」
六
八
＝
丁
七
〇

　
六
号
（
明
治
一
九
年
一
一
　
月
二
日
⊥
一
八
日
）
に
は
、
紙
面
を
改
め
る
に
あ
た
っ

　
て
、
連
日
冒
頭
に
「
代
債
低
減
の
廣
告
」
「
紙
面
縮
小
の
慶
告
」
「
無
逓
送
料
地
囁

　
域
振
張
の
廣
告
」
お
よ
び
、
「
凌
告
料
改
定
の
廣
告
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑥
松
本
あ
め
市
実
行
委
員
会
編
『
松
本
の
あ
め
市
そ
の
歴
史
と
起
源
』
高
美
書

　
店
　
一
九
九
七
年
　
二
一
；
二
五
頁
、
鈴
木
俊
幸
『
一
九
が
町
に
や
っ
て
き
た

　
1
江
戸
時
代
松
本
の
町
入
文
化
i
幅
高
美
轡
店
　
二
〇
〇
｝
年
　
七
一
五
三
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頁
参
照
。

⑦
白
崎
五
郎
七
編
『
日
本
金
国
商
工
人
名
録
』
日
本
三
国
商
工
人
名
録
発
行
所

　
一
八
九
二
年
。
な
お
、
本
稿
で
は
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
睡
緒
言
の
表
現
を
鑑

　
み
て
、
、
U
疑
①
9
0
蔓
．
の
日
本
語
で
の
表
記
を
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
…
」
に
統
一
し

　
た
。

⑧
松
本
貴
典
漏
日
本
全
国
商
工
人
名
録
睦
か
ら
見
た
近
代
B
本
の
商
人
分
布
」

　
（
『
成
踵
大
学
経
済
論
集
』
三
三
（
二
）
　
二
〇
〇
三
年
　
七
～
～
八
三
頁
）
。
渋

　
谷
隆
｝
門
解
題
」
（
渋
谷
隆
一
編
隅
明
治
期
田
本
全
国
資
産
家
地
主
資
料
集
成

　
工
㎞
柏
書
房
　
一
九
八
四
年
）
一
〇
頁
。

⑨
松
本
貴
典
「
近
代
目
本
に
お
け
る
上
厨
商
人
の
実
像
－
州
日
本
全
国
商
工
人

　
名
録
㎞
と
『
明
治
人
名
事
典
1
一
皿
緬
に
よ
る
分
析
一
」
（
『
成
瞑
大
学
経
済
論

　
集
㎞
三
三
（
二
）
　
二
〇
〇
三
年
　
八
五
一
一
四
四
頁
）
参
照
。
明
治
三
一
（
一

　
八
九
八
）
年
時
点
で
営
業
税
を
課
さ
れ
て
い
る
商
業
者
に
つ
い
て
約
十
分
一
程
度
、

　
卸
売
商
に
つ
い
て
も
約
半
数
を
カ
バ
ー
す
る
に
過
ぎ
な
い
な
ど
、
採
録
さ
れ
て
い

　
る
商
工
業
者
が
か
な
り
上
層
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
商
業

　
と
工
業
の
区
別
を
含
め
て
、
採
録
さ
れ
た
人
物
が
最
適
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ

　
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
重
要
な
業
務
が
書
き
漏
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
も
あ
る

　
と
さ
れ
、
採
録
春
自
体
の
遺
漏
や
重
複
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

⑩
前
掲
註
⑧
松
本
論
文
参
照
。

⑪
鈴
木
喜
八
・
関
伊
太
郎
編
『
全
国
商
工
人
名
録
睡
第
二
版
　
～
八
九
八
年

　
「
凡
例
」
一
一
二
頁
。
「
営
業
科
目
ノ
分
類
二
就
テ
ハ
其
地
特
有
物
産
ノ
売
買
製

　
造
ヲ
第
一
二
」
と
あ
り
、
各
地
の
特
色
あ
る
産
業
に
つ
い
て
注
目
し
て
調
査
・
編

　
集
を
行
っ
て
い
る
旨
が
読
み
取
れ
る
。

第
三
章

地
方
都
市
に
お
け
る
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
出

版
の
文
脈

第
【
節
　
鉄
道
の
敷
設
と
在
来
産
業
の
再
興

　
こ
の
章
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
騙
の
具
体
的
検
討
を

踏
ま
え
、
明
治
三
〇
年
代
の
地
方
都
市
で
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
が
出
版

さ
れ
た
文
脈
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
ま
ず
検
討
し
て

お
き
た
い
の
は
、
鉄
道
の
敷
設
と
い
う
契
機
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
の
出
版
の
意
図
に
関
す
る
整
理
を
振
り
返
る
と
、
山
内
編
噸
松

本
繁
昌
記
』
以
降
で
は
地
域
経
済
の
振
興
へ
資
す
る
磨
的
を
主
張
す
る
点
で

は
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
、
よ
り
詳
細
に
み
る
と
、
待
屋
『
松
本
案
内
鵬

以
降
で
は
地
域
経
済
に
関
連
し
て
鉄
道
敷
設
へ
の
言
及
が
際
立
っ
て
い
た
の

に
対
し
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
緒
言
で
は
言
及
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

中
澤
『
松
本
案
内
隔
以
降
で
は
、
内
容
に
お
い
て
鉄
道
に
よ
る
外
来
客
の
増

加
に
伴
っ
て
、
し
だ
い
に
商
工
名
鑑
的
性
質
を
離
れ
、
旅
客
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
旅
行
案
内
と
し
て
の
性
質
を
深
め
た
こ
と
も
う
か
が
え
た
。

　
し
か
し
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
臨
が
鉄
道
に
無
関
心
で
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
実
は
、
前
編
「
松
本
の
将
来
」
の
～
節
に
鉄
道
に
関
す
る
記
述
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
地
理
的
に
流
通
上
の
重
要
地
を
占
め
つ
つ
も
、
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太
物
類
な
ど
の
流
通
に
よ
る
過
去
の
活
況
に
比
較
し
て
、
現
状
の
松
本
町
の

商
業
は
、
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
な
い
の
で
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
主
張
す
る
。

　
　
門
史
料
六
】
　
山
内
啓
太
郎
編
『
松
本
繁
昌
記
』
前
篇
三
八
～
三
九
頁

　
　
其
枢
要
の
地
を
占
め
な
が
ら
尚
商
界
に
重
き
を
為
ざ
る
所
以
の
も
の
ま

　
　
た
偶
然
な
ら
ざ
る
な
り
曾
て
昔
の
書
物
を
読
む
に
松
本
の
商
業
を
叙
し

　
　
て
朝
に
千
駄
の
貨
物
を
出
し
夕
に
千
駄
の
貨
物
を
収
む
と
云
ひ
故
老
も

　
　
亦
絞
手
拭
等
太
物
の
盛
大
な
り
し
所
以
を
説
き
転
商
業
退
縮
の
感
あ
ら

　
　
し
む
然
と
も
是
等
は
必
金
面
歪
面
並
立
的
発
達
の
致
す
所
に
し
て
只
其

　
　
鉄
道
の
便
を
欠
く
よ
り
兎
角
手
足
外
部
に
伸
ぶ
る
能
ざ
る
の
み

　
そ
こ
で
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
の
カ
ン
フ
ル
剤
と
し
て
待
ち
望
ま
れ
た
も

の
の
一
つ
が
鉄
道
の
敷
設
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
鉄
道
交
通
と
商
業
の
発

展
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、
鉄
道
に
よ
る
遠
隔
地
と
の
商
取

引
の
拡
大
に
よ
っ
て
将
来
の
発
展
を
期
待
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
【
史
料
七
】
　
山
内
實
太
郎
編
『
松
本
繁
昌
記
』
前
篇
三
八
～
三
九
頁

　
　
今
や
中
央
連
絡
の
鉄
道
は
三
四
年
に
し
て
貫
通
せ
ん
と
し
北
信
鉄
道
又

　
　
来
て
連
接
せ
ん
と
す
然
る
に
此
貫
通
連
接
の
暁
は
即
ち
我
松
本
一
転
機

　
　
を
与
ふ
る
も
の
に
し
て
是
迄
の
窮
屈
不
自
由
と
は
引
変
り
局
促
し
た
る

　
　
所
の
手
足
は
以
て
東
京
に
伸
す
可
く
以
て
関
西
に
伸
す
聡
く
以
て
北
陸

　
　
に
伸
す
曰
く
以
て
東
北
に
伸
す
可
く
更
に
太
平
洋
に
出
で
更
に
支
那
海

　
　
日
本
海
に
出
で
以
て
世
界
の
大
陸
に
馳
駆
す
粗
く

　
同
様
の
鉄
道
の
敷
設
と
地
域
経
済
の
振
興
を
結
び
つ
け
る
論
調
は
、
同
時

期
に
他
地
域
で
出
版
さ
れ
た
「
繁
昌
記
」
に
も
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
出
版
の
『
甲
府
繁
昌
記
』
で
は
、
鉄
道
敷
設
を
地

域
魔
業
拡
大
の
機
会
と
と
ら
え
る
視
点
が
う
か
が
え
る
。

　
　
門
史
料
八
】
　
古
川
彦
次
郎
著
『
甲
府
繁
昌
記
』
一
一
二
頁

　
　
鉄
道
貫
通
の
結
果
と
し
て
内
外
の
人
士
続
々
鍾
を
接
し
て
、
此
名
区
に

　
　
来
遊
す
（
中
略
）
坐
な
が
ら
全
県
の
名
物
を
周
知
し
む
る
は
、
（
申

　
　
略
）
営
業
者
の
稗
益
亦
大
な
る
も
の
あ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ま
た
、
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
出
版
の
『
金
沢
新
繁
昌
有
漏
で
は
、

明
治
初
期
に
お
い
て
経
済
的
な
打
撃
を
受
け
た
地
域
が
、
鉄
道
を
中
心
と
す

る
運
輸
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
立
ち
直
っ
た
と
い
う
認
識
を
示
し
、
将
来
の

鉄
道
延
伸
に
伴
っ
た
さ
ら
な
る
発
展
も
予
想
し
て
い
る
。

　
　
【
史
料
九
】
　
林
油
壷
『
金
沢
新
座
昌
記
』
自
序
一
～
二
頁

　
　
北
陸
鉄
道
の
貫
通
第
九
師
団
の
建
設
等
は
著
し
く
地
方
に
潤
沢
を
与
へ

　
　
（
中
略
）
異
日
北
陸
鉄
道
延
長
し
て
（
中
略
）
我
金
沢
を
し
て
現
当
の

　
　
名
古
屋
に
代
ら
し
め
、
商
業
の
発
暢
工
芸
の
振
興
は
今
日
に
幾
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
こ
の
よ
う
に
、
経
済
的
な
閉
塞
感
を
感
じ
て
い
た
地
方
都
市
に
と
っ
て
、

交
通
の
発
達
を
地
域
の
産
業
振
興
の
機
会
と
と
ら
え
、
そ
れ
を
活
か
す
た
め

の
宣
伝
広
告
と
し
て
商
工
名
鑑
的
門
繁
昌
記
」
の
出
版
が
目
論
ま
れ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
よ
う
。
地
方
都
市
に
お
け
る
商
工
名
鑑
的
「
繁
歴
世
扁
出
版
の
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　　　　　　篠ノ井線（篠ノ井一西条問）
　　　　　　＝明治33（1900）年開通

　　　　　　　　　tss

o　20　40km

篠ノ主線（西条一松本一塩野間）

：明治35（1902）年開通

中央西線
：明治44（1911）年金通

　　　　　　　ss

　　　　至直江津
　　　　　　g
　　　　諜

．◎松本　　　　　至軽井沢
一一一一一一一一一一” i

㌦・ @偽

轟
　　．．・・一　1央本線（塩尻一岡谷間）

／　　　：明治39（1906）年開通

　　　至甲府
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ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1　　　　　　　　松本町の鉄道敷設への道程　　　　　　　　　　【
ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1明治19（1886）年中山道鉄道曽爾廃止の閣議決定　　　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

【明治22　（1　889）年甲信鉄道建設本免許状下付の見送り　　　　　　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

；明治25（1892）年官設中央線の鉄道敷設法公布　　　　　　　　　　　　1
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

；明治27（1894）年日満戦争勃発による篠ノ井線敷設工事着工の遅れ　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1明治31（1898）年経済不況による工事費の枯渇により篠ノ井線工事中断1
墨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　図3　長野県松本町（市）を中心とした鉄道敷設関係図
　　　　　各路線名は大正元（1912）年時点での呼称に依拠した。

有
力
な
契
機
の
一
つ
に
、
鉄
道
の
敷
設
が
あ
り
、

山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
も
こ
う
し
た
期
待
を

共
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
山
内
編
『
松
本
繁
晶
記
』
は
鉄
道

が
敷
設
さ
れ
る
直
前
に
出
版
さ
れ
た
た
め
、
そ

の
効
果
に
つ
い
て
の
言
及
は
み
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
松
本
町
へ
の
鉄
道
敷
設
は
紆
余
曲
折
を
た

ど
っ
た
（
図
3
）
。
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

年
の
中
山
道
鉄
道
計
画
の
廃
止
に
加
え
、
明
治

二
九
（
｝
八
九
六
）
年
か
ら
＝
＝
　
（
～
八
九

八
）
年
に
か
け
て
、
日
清
戦
争
に
よ
る
経
済
不

況
や
工
事
費
の
不
足
に
よ
り
着
工
の
遅
れ
や
工

事
の
　
時
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
山
内
編

『
松
本
繁
昌
記
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

鉄
道
敷
設
を
前
に
焦
燥
感
が
募
っ
た
時
期
に
あ

た
る
。
そ
れ
は
、
在
来
の
商
業
を
中
心
と
し
た

遠
隔
地
取
引
の
発
達
に
よ
る
地
域
経
済
の
発
展

へ
の
期
待
が
素
直
に
表
出
さ
れ
た
例
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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第
二
節

地
方
都
市
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
と
し
て
の

「
繁
昌
記
」

　
続
い
て
、
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
と
い
う
出
版
事
業
が
導
か
れ
た
文
脈

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
と
い
う
出
版
物
の

日
本
へ
の
移
入
を
手
が
か
り
と
す
る
。

　
日
本
に
お
け
る
最
初
の
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
で
あ
り
、
当
時
の
全
国
的

「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
の
代
表
例
で
あ
る
『
初
版
全
国
商
工
人
名
録
喚
（
以

下
『
商
工
入
名
録
（
一
）
駈
と
略
記
す
る
）
の
編
集
著
述
の
方
針
を
巻
頭
醤

か
ら
見
て
み
る
。
緒
言
で
は
、
想
定
さ
れ
る
読
者
と
し
て
実
業
家
を
挙
げ
、

商
工
名
鑑
的
な
内
容
か
ら
地
誌
に
至
る
ま
で
を
ま
と
め
て
社
会
の
実
勢
を
知

ら
し
め
る
書
物
と
し
て
、
欧
米
の
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
を
出
版
内
容
の
モ
デ
ル

と
し
て
提
示
し
、
そ
れ
を
日
本
に
導
入
す
る
意
義
を
以
下
の
よ
う
に
主
張
し

て
い
る
。

　
　
【
史
料
一
〇
】
　
　
『
初
版
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
緒
醤
一
頁

　
　
欧
米
諸
国
に
於
て
は
夙
に
「
ア
ル
マ
ナ
ッ
ク
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
若
く

　
　
は
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
類
盛
に
行
は
れ
、
各
国
各
地
の
主
な
る
商
工

　
　
業
者
の
氏
名
、
所
在
、
営
業
の
種
目
、
商
標
、
所
得
額
、
税
額
、
並
に

　
　
諸
会
社
、
商
会
、
銀
行
等
の
種
類
、
状
況
、
収
支
取
引
の
形
勢
よ
り
、

　
　
各
地
産
物
商
品
の
種
類
、
集
散
、
統
計
は
勿
論
、
運
輸
交
通
の
形
況
、

　
　
戸
口
、
里
程
、
商
工
業
地
誌
に
至
る
迄
、
筍
も
実
業
諸
家
の
参
考
資
料

　
　
た
る
可
き
者
は
、
細
大
網
羅
遺
す
所
な
く
、
以
て
実
業
家
を
し
て
一
目

　
　
の
下
に
社
会
の
実
勢
を
知
ら
し
め
、
能
く
其
間
に
処
し
て
機
を
制
し
、

　
　
利
を
占
む
る
の
資
た
ら
し
む

　
ま
た
序
文
で
は
、
鉄
道
を
含
め
た
交
通
の
発
達
に
よ
っ
て
地
形
的
条
件
に

制
約
さ
れ
た
地
域
ご
と
の
経
済
圏
が
解
放
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
ダ

イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
の
よ
う
な
書
物
の
必
要
を
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　
【
史
料
＝
】
　
　
『
初
版
日
本
全
国
商
工
人
名
録
隔
序
二
⊥
月
送

　
　
我
れ
や
国
を
開
て
よ
り
、
星
霜
を
経
過
す
る
こ
と
菰
に
三
十
有
余
、
今

　
　
や
山
河
の
固
を
区
画
し
て
互
に
自
か
ら
守
る
の
弊
風
を
蝉
脱
し
、
山
の

　
　
峻
、
河
の
難
、
道
路
日
に
開
け
、
鉄
路
歳
に
延
び
、
（
中
略
）
干
れ
豊

　
　
に
亦
た
彼
れ
が
如
き
利
便
の
著
述
な
か
る
ぺ
け
ん
や

　
前
節
で
み
た
鉄
道
敷
設
と
い
う
交
通
発
達
の
契
機
が
「
ダ
イ
レ
ク
ト

リ
ー
」
の
出
版
と
親
和
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
内
容
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
『
商
工
人
名
録
（
二
）
騙
緒
言
に
よ
れ
ば
少
な
く
と
も
明
治
二
〇

年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
頃
に
か
け
て
、
類
似
の
内
容
が
地
域
や
業
種
を
限
定

し
て
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
門
史
料
一
二
】
　
『
第
二
版
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
緒
書
二
頁

　
　
方
今
世
上
類
似
の
書
を
発
刊
す
る
も
の
漸
く
多
き
に
至
り
た
る
は
、
頗

　
　
る
喜
ぶ
細
き
の
現
象
な
る
も
、
或
は
一
地
方
に
限
り
、
或
は
一
種
目
に
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明治後期地方都市における商工名鑑的［繁昌記」の出版（網島）

　
　
通
し
、

　
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
も
こ
う
し
た
傾
向
に
対
応
し
て
、
自
地
域
を
対

象
に
類
似
す
る
内
容
を
含
む
書
物
と
し
て
意
図
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第

二
章
で
み
た
よ
う
に
、
魍
商
工
人
名
録
（
二
）
』
以
前
に
出
版
さ
れ
た
浅
井
・

関
ロ
共
著
『
松
本
繁
昌
記
』
に
は
商
工
名
鑑
的
内
容
が
全
く
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
点
に
関
す
る
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
（
表
－
参
照
）
。

　
実
際
に
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
の
影
響
を
よ
り
直
接
に
表
現
し
て
い
る
他

地
域
の
「
繁
昌
記
」
の
例
と
し
て
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
出
版
『
申

　
　
　
④

京
繁
昌
記
騙
が
あ
る
。
そ
の
緒
言
で
は
、
『
商
工
人
名
録
（
一
）
瞼
緒
言

（【

j
料
一
〇
】
）
と
そ
っ
く
り
な
図
画
・
内
容
で
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
に

醤
及
し
た
り
、
『
商
工
人
名
録
（
一
）
』
の
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
と
暗
に
示

し
、
地
域
の
よ
り
詳
細
な
情
報
に
絞
っ
て
紹
介
す
る
書
物
が
目
指
さ
れ
た
旨

が
主
張
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
　
【
史
料
一
三
】
　
小
林
儀
三
郎
著
『
中
京
繁
昌
記
』
緒
醤
一
頁

　
　
泰
西
各
国
に
於
て
は
実
業
社
会
の
発
達
を
図
ら
ん
堅
め
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　
　
ア
ル
マ
ナ
ツ
ク
、
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
な
ど
称
し
て
全
国
各
地
の
重
な
る

　
　
実
業
家
の
氏
名
其
他
営
業
に
関
す
る
万
般
の
事
を
記
し
（
中
略
）
我
国

　
　
に
以
て
二
三
年
前
東
京
市
に
於
て
斯
る
書
籍
の
無
党
を
見
る
に
至
り
し

　
　
も
来
だ
そ
の
完
全
た
る
を
見
ず

　
こ
の
よ
う
に
、
地
方
都
市
に
お
け
る
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
の
蹴
版
に
、

『
商
工
人
名
録
（
一
・
二
）
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
の

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
そ
の
内
容
に
は
地
方
都
市
に
お
け
る
出
版
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
、

特
有
の
性
質
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
の
場
合
で
は
、

前
章
で
み
た
よ
う
に
、
質
・
悪
習
に
申
心
を
占
め
る
中
編
で
地
元
地
域
に
密

着
し
た
卸
、
小
売
業
が
数
多
く
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
前
節
で
見
た
、

鉄
道
敷
設
を
契
機
と
し
て
遠
隔
地
取
引
を
通
じ
て
商
業
の
発
展
を
期
待
す
る

と
い
う
出
版
の
目
的
と
は
齪
酷
を
き
た
す
内
容
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
編
の

業
者
紹
介
文
を
見
て
も
、
鉄
道
へ
の
言
及
は
わ
ず
か
二
軒
に
し
か
確
認
で
き

な
い
。
そ
の
内
容
も
、
兵
営
設
置
や
内
地
雑
居
と
同
｝
視
し
た
新
た
な
商
機

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
捉
え
る
も
の
と
（
【
史
料
一
四
】
）
、
停
車
場
の
設
置

に
よ
る
町
内
の
人
通
り
の
変
化
に
期
待
す
る
も
の
（
【
史
料
一
五
】
）
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　
　
【
史
料
一
四
】
　
山
内
實
太
郎
編
『
松
本
繁
昌
記
瓢
中
篇
六
三
頁

　
　
高
美
屋
書
店
（
中
略
）
将
た
来
ら
ん
と
す
る
兵
営
設
遣
鉄
道
開
通
内
地

　
　
雑
居
等
に
関
し
て
は
大
に
見
る
所
あ
り

　
　
【
史
料
一
五
】
　
山
内
實
太
郎
編
『
松
本
繁
昌
記
』
中
篇
九
六
頁

　
　
常
磐
屋
漆
器
店
（
中
略
）
現
下
の
博
労
町
た
る
較
々
当
地
の
南
端
を
為

　
　
し
て
多
少
遺
憾
の
事
あ
る
ぺ
け
れ
ど
も
近
く
鉄
道
開
通
の
日
に
至
り
其

　
　
の
西
方
近
距
離
の
地
に
一
大
停
車
場
を
見
た
る
暁
に
は
南
北
交
通
の
便
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利
を
得
る
と
同
時
に
町
内
の
股
賑
を
来
し

　
こ
の
よ
う
に
、
中
編
の
業
者
紹
介
文
中
に
み
る
鉄
道
へ
の
意
識
は
、
鉄
道

に
よ
る
遠
隔
地
と
の
取
引
の
拡
大
で
は
な
く
、
む
し
ろ
鉄
道
関
連
施
設
の
設

置
な
ど
に
よ
る
周
辺
地
域
か
ら
の
集
客
力
の
増
加
に
期
待
す
る
内
容
に
な
っ

て
お
り
、
比
較
的
狭
い
周
辺
地
域
の
商
圏
を
対
象
と
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
対
照
的
に
遠
隔
地
取
引
の
拡
大
に
主
眼
が
あ
る
の
は
、
後
編
に
採
録
さ
れ

る
秋
蚕
種
業
家
の
紹
介
文
で
あ
る
。
前
章
で
み
た
よ
う
に
、
販
路
に
つ
い
て

は
遠
隔
地
が
重
点
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
以
下
に
見
る
よ
う

に
、
遠
隔
地
と
の
取
引
の
拡
大
に
よ
る
地
域
産
業
振
興
の
意
識
が
明
確
に
現

れ
て
お
り
、
鉄
道
に
よ
る
遠
隔
地
と
の
取
引
の
可
能
性
が
語
ら
れ
る
。

　
　
【
史
料
一
六
】
　
山
内
實
太
郎
編
『
松
本
繁
昌
記
撫
後
篇
ニ
ニ
～
一
～
二

　
　
二
三
頁

　
　
東
筑
摩
郡
「
野
々
山
義
成
氏
」
（
中
略
）
明
治
廿
八
年
秋
蚕
種
需
給
者

　
　
大
会
を
松
本
町
に
開
き
（
申
略
）
其
結
果
鉄
道
に
て
蚕
種
を
運
搬
す
る

　
　
上
に
付
立
に
改
良
を
為
す
こ
と
を
得
た
る
実
に
地
方
の
悼
め
尽
力
せ
し

　
　
人
と
い
う
べ
し

　
た
だ
し
、
紹
介
さ
れ
る
秋
蚕
種
業
家
の
大
部
分
は
松
本
町
外
に
居
住
し
て

お
り
、
そ
の
流
通
も
松
本
町
の
在
来
商
業
者
が
直
接
関
わ
れ
る
も
の
で
は
な

　
　
⑤

か
っ
た
。
本
文
中
で
紹
介
さ
れ
る
業
者
と
松
本
町
中
心
市
街
地
と
の
距
離
も

認
識
さ
れ
て
お
り
、
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
こ
の
距
離
が
埋
め
ら

れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
【
史
料
一
七
】
　
山
内
喜
太
郎
編
噌
松
本
繁
昌
記
』
後
篇
二
六
三
～
二

　
　
六
四
頁

　
　
南
安
曇
郡
「
有
信
館
」
（
中
略
）
同
製
は
松
本
を
謝
る
二
里
十
八
丁
篠

　
　
ノ
井
線
開
通
の
暁
に
は
田
沢
停
車
場
よ
り
三
十
五
丁
糸
魚
川
街
道
よ
り

　
　
入
る
こ
と
六
七
丁
の
所
に
在
り

　
編
著
者
が
期
待
し
た
地
域
の
発
展
と
は
、
あ
く
ま
で
流
通
上
「
枢
要
の

地
扁
を
占
め
る
、
松
本
町
の
商
業
的
発
展
で
あ
っ
た
（
【
史
料
一
】
）
。
こ
の

こ
と
は
中
編
に
割
か
れ
て
い
る
分
量
が
最
も
厚
い
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
よ

う
。　

さ
ら
に
、
第
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
中
・
後
編

に
お
け
る
記
述
内
容
が
、
掲
載
さ
れ
る
業
者
か
ら
の
「
心
付
」
と
し
て
の
出

資
金
や
自
己
申
告
に
よ
る
情
報
に
基
づ
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
っ
た
。
商
工

業
者
に
と
っ
て
、
山
内
編
『
松
本
繁
晶
記
』
採
録
の
意
味
は
新
規
顧
客
の
開

拓
や
宣
伝
広
告
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
「
心
付
」
の
拠

出
と
い
う
負
担
を
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
遠
隔
地
取
引
を
主

と
す
る
卸
売
業
者
に
と
っ
て
、
地
方
出
版
元
に
よ
る
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌

記
」
は
頒
布
さ
れ
る
地
域
や
対
象
が
限
ら
れ
る
の
で
、
周
辺
の
狭
い
範
囲
に

し
か
影
響
力
を
持
ち
得
な
い
宣
伝
広
告
で
あ
り
、
魅
力
は
少
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
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明治後期地方都市における商工名鑑的「繁昌記」の出版（網島）

　
そ
の
結
果
、
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
は
、
よ
り
多
く
の
掲
載
さ
れ
る
業

者
を
必
要
と
す
る
出
版
企
画
上
の
要
請
と
、
近
隣
地
域
に
お
い
て
幅
広
い
新

規
客
層
の
発
掘
を
目
指
す
小
売
業
者
の
思
惑
が
一
致
し
て
、
そ
の
中
核
を
な

す
忌
寸
が
、
流
通
の
来
端
で
あ
る
消
費
者
に
主
眼
が
あ
る
小
売
業
者
便
覧
の

よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
点
を
編
著
者
も
理

解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
中
編
冒
頭
で
は
「
有
名
な
る
商
店
の
紹
介
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

小
売
店
の
紹
介
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。

　
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
導
入
の
本
来
の
狙
い
が
、
交
通
の
発
達
に
伴
っ
て

遠
隔
地
取
引
に
参
入
し
た
い
商
工
業
者
の
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
松
本
町
の
よ
う
な
地
方
都
市
に
お
い
て
は
、
都
市
中
心
部
を
に

な
う
在
来
の
商
業
は
遠
隔
地
取
引
に
関
わ
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
、
地
方
都
市
に
お
け
る
商
工
名
鑑
的
「
曽
爾
記
一
は
出
版
企
画
の
経
済

的
問
題
か
ら
、
出
版
の
目
的
と
掲
載
内
容
に
ズ
レ
が
見
ら
れ
る
、
独
特
の

「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
受
容
の
形
態
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

①
　
古
川
彦
次
郎
『
甲
府
繁
昌
記
匝
錦
巧
堂
　
一
九
〇
二
年
。

②
林
琢
磐
『
金
沢
新
円
晶
記
』
宇
都
宮
雷
店
一
九
〇
二
年
。

③
　
第
一
章
詮
①
松
村
論
文
参
照
。

④
小
林
儀
三
郎
魍
中
京
繁
昌
記
騒
山
陽
館
一
八
九
七
年
。

⑤
明
治
三
〇
年
前
後
の
松
本
町
周
辺
地
域
は
「
全
国
秋
蚕
の
本
場
」
と
し
て
知
ら

　
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
流
通
は
販
売
上
の
悪
弊
を
排
除
す
る
た

　
め
、
松
本
町
周
辺
地
域
の
蚕
種
業
者
か
ら
な
る
東
筑
摩
蚕
糸
業
組
合
や
東
筑
摩
郡

　
蚕
種
同
業
組
合
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
在
来
の
松
本
町
商
人
が
参
入
す

　
る
余
地
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
第
二
章
註
①
　
三
八
八
～
三
九

　
〇
頁
参
照
。
）

⑥
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
薪
聞
の
蟹
告
潮
の
如
く
告
状
の
散
布
落
葉
に

　
似
て
往
々
色
盛
に
苦
し
む
（
中
略
）
弦
に
紹
介
の
欄
を
置
き
松
本
六
千
戸
の
市
中

　
に
在
り
親
切
勉
強
の
評
判
あ
る
各
種
の
商
店
を
掲
載
せ
り
一
山
内
編
『
松
本
繁
日
圏

　
記
幅
四
三
頁
参
照
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
は
、
長
野
県
松
本
町
で
明
治
三
一
（
～
八
九
八
）
年
に
出
版
さ
れ
た

山
内
平
太
郎
編
『
松
本
繁
畠
記
』
を
事
例
に
、
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
の

都
市
史
研
究
に
お
け
る
史
料
的
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
ま
ず
、
松
本
町
（
市
）
で
明
治
・
大
正
期
に
娼
版
さ
れ
た
「
繁
昌
記
」
と

そ
の
類
書
を
整
理
し
、
こ
れ
ま
で
都
市
史
斯
究
で
は
積
極
的
に
意
義
付
け
ら

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
繁
昌
記
」
を
考
察
し
、
明
治
三
〇
年
頃
の
「
繁
昌

記
」
を
単
な
る
戯
作
的
「
繁
昌
記
」
の
衰
退
と
み
る
の
で
は
な
く
、
商
工
名

鑑
的
「
繁
昌
記
」
と
し
て
積
極
的
に
位
置
づ
け
た
。
次
に
、
焦
点
と
な
る
商

工
業
者
紹
介
の
内
容
を
整
理
し
た
う
え
で
、
内
容
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
を
見

出
し
、
採
録
者
側
の
申
告
の
記
述
内
容
へ
の
反
映
や
、
そ
れ
に
よ
る
多
数
の

小
売
業
者
の
採
録
、
販
売
先
と
し
て
の
南
信
州
を
は
じ
め
と
し
た
近
隣
地
域

の
重
視
な
ど
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
内
容
を
、
同
年
出
版
の
代
表
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的
「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
で
あ
る
『
全
国
商
工
入
名
録
（
二
）
瞼
に
収
録
さ

れ
た
松
本
町
に
関
す
る
内
容
と
比
較
検
討
し
た
。
松
本
町
の
商
工
業
者
分
布

に
つ
い
て
、
山
内
編
燭
松
本
繁
昌
記
』
が
よ
り
雑
多
な
小
売
業
に
関
し
て
詳

細
な
内
容
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
最
後
に
、
な
ぜ
明
治
三
〇
年
前
後
に
商

工
名
鑑
的
な
「
繁
晶
記
」
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
考
察
し
た
。

ま
ず
、
地
方
都
市
に
お
け
る
商
工
名
鑑
的
「
繁
晶
記
」
の
出
版
を
も
た
ら
し

た
機
運
の
背
景
に
、
地
域
経
済
の
振
興
と
鉄
道
敷
設
な
ど
の
交
通
発
達
の
関

係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
続
い
て
、
そ
う
し
た
機
運
が
地
方
都
市
で
の

「
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
」
受
容
と
い
う
文
脈
に
沿
い
、
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌

記
扁
の
出
版
へ
と
つ
な
が
つ
た
点
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
金
国
版
「
ダ
イ
レ

ク
ト
リ
ー
」
と
は
異
な
る
地
方
都
市
特
有
の
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
も
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
、
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
が
「
ダ
イ
レ
ク

ト
リ
ー
」
の
地
方
都
市
に
お
け
る
受
容
を
背
景
と
し
た
独
特
の
出
版
物
で
あ

り
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
時
代
と
地
域
の
文
脈
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
商
工
名
鑑
的
「
繁
昌
記
」
は
明
治
三
〇
年

頃
の
、
商
業
が
地
方
都
市
に
お
け
る
申
核
産
業
で
あ
っ
た
時
代
に
つ
い
て
、

よ
り
深
い
理
解
を
助
け
る
史
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
、
本
稿
は
基
本
的
に
山
内
編
『
松
本
繁
昌
記
』
と
い
う
　
事
例

に
即
し
て
議
論
を
進
め
て
お
り
、
限
界
を
有
し
て
い
る
。
得
ら
れ
た
知
見
が
、

当
該
期
の
地
方
一
般
に
敷
心
す
る
事
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
検

討
が
必
要
と
な
る
。
課
題
と
し
た
い
。

［
付
記
］
　
本
稿
は
二
〇
〇
五
年
三
月
に
京
都
大
学
文
学
部
へ
提
出
し
た
卒
業
論
文
の
一

部
に
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
地
調
査
、
資
料
収
集
に
お
い
て
は
、
松

本
市
文
書
館
、
松
本
市
中
央
図
轡
館
、
松
本
市
役
所
の
皆
様
に
多
大
な
御
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
以
上
、
記
し
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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　　　　　The　Compllation　of　Hanj6ki，　Accounts　of　Prosperity，

as　Trade　Directories　for　Local　Cities　During　the　Late－Meiji　Era：

　　　　　　　　　　　A　Case　Study　of　Yamamoto　Jitsutar6’s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Matsumoto一π油壷i

by

AMIIIMA　Takashi

　　In　the　recent　studies　on　modern　urban　history　in　Japan，　various　new　sources

have　been　discovered　and　used　to　analyze　the　stiructure　of　historical　urban　space．

Private　organizational　maps　and　directories　have　also　attracted　great　interest．　ln

the　light　of　these　trends　in　research，　the　present　paper　reintroduces　and　exarnines

hanjo”lei，　accounts　of　prosperlty，　that　were　published　during　the　Meiji　era　（1868一一

1912）　throughout　Japan　（but　have　mainiy　been　treated　as　popular　literature　in　ear－

lier　studies）　as　new　material　for　modern　urban　historical　research．　As　a　case

study，　this　paper　mainly　examines　Yamauchi　Jitsutar6’s　Mratsumoto　hanio－ki，　which

was　published　in　Matsumoto　town，　Nagano　prefecture　in　1897．

　　First，　this　paper　compares　the肱勿σ雇with　s翻ar　pubhcations　re圭eased血Mat－

sumoto　during　the　Meiji　and　Taish6　eras　（1868－1926）　and　evaluates　hanio’lei　pub－

lished　in　the　late　Meiji　era　（after　1898）　positively　as　urbaR　trade　directories　rather

than　as　an　etiolated　form　of　comic　gesaku　literature．

　　Second，　£his　paper　examines　the　contents　of　Matsumoto　hanjoMlei　as　a　directory

of　commercial　institutions　and　points　out　that　theye　existed　certain　biases　that　re－

fiected　the　reperts　of　the　selectors　and　yesulted　in　an　emphasis　on　the　merchants

of　the　southern　Shinsha　area　and　its　environs　etc．

　　These　biases　are　analyzed　in　the　light　of　a　comparison　with　the　contents　about

Matsumoto　th厩are　fbund　in　another（蓋rectoτy，　the急肋。々％3ゐδんδ勿meirofeu

（National　Directory　of　Comnierciai　Proprietors），　which　was　published　in　the　same

year　and　was　a　typical　nationwide　trade　directory　at　the　tirne．　Matsumoto　hanjo一”lei

is　shown　to　cover　retail　shops　and　small　wholesalers　whose　customers　also　lived

in　the　vicinity　in　greater　detail．

　　Finally，　tltis　paper　eonsiders　the　reasons　behind　the　publication　of　hanjo’”fei　as　an

urban　trade　dwectories　in　the　late　Meiji　era　throughout　Japan　in　two　contexts．　The

first　context　pertains　to　the　growth　of　commercial　trafic　at　the　time．　The　authors

of　hanjoMki　wanted　to　promote　yegional　cornmercial　development　through　railway

（875）



construction　in　the　mid－Meiji　era　（1897　一一　1907）．　The　second　context　pertains　to

the　import　of　European　directories．　lnspired　by　European　directories，　the　first

Japanese　drectory，　IVihon　zenleoleu　sho一’leon　1’inmeiroku，　was　published　in　1892　in

Tokyo，　and　it　encouraged　many　local　city　publishers　to　publish　more　detaited

directories　that　were　centered　on　their　own　regions．　Such　local　publication　of　local

city　directories　faced　the　problem　of　raising　suthcient　capital．　To　solve　this　prob－

lem，　hanjo－ki　publlskers　were　required　to　gather　advertising　revenue　and　the　con－

tents　of　their　local　directory　thus　contained　certain　biases．

　　As　urbaR　trade　directories，　hanjo－ki　can　help　in　building　a　profound　understand－

ing　of　the　local　cities　in　the　rnid－Meiji　era　（1897一一一1906）　and　their　social　contexts．
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